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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
希

望
に
満
ち
た
健
や
か
な
新
春
を
お
迎

え
に
な
っ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
な

か
、
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
発
電
所
が

停
止
し
電
力
需
給
が
確
保
さ
れ
ず
、

円
高
・
デ
フ
レ
不
況
が
一
向
に
改
善

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
年
末
に
は
急
な

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
あ
り
、
再
び

自
民
党
を
中
心
と
し
た
内
閣
が
誕
生

し
ま
し
た
。「
日
本
を
取
り
戻
す
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
元
、
様
々
な

政
策
の
見
直
し
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
含
む
原

発
の
再
稼
働
、
円
高
・
デ
フ
レ
不
況
、

T
P
P
、
領
土
問
題
な
ど
難
問
が
山

積
す
る
な
か
、
行
政
の
安
定
的
な
継

続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
急
激

な
政
策
変
更
で
は
な
く
新
政
権
の
的

確
な
国
政
の
舵
取
り
を
期
待
し
ま
す
。

　

本
町
で
は
「
古
事
記
」
編
纂

1
3
0
0
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

大
和
郡
山
市
と
共
催
で
ウ
ォ
ー
ク
＆

イ
ベ
ン
ト
、
弥
生
の
里
ホ
ー
ル
で
の

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
町
内
外
か
ら
多
く
の
皆

様
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
編

纂
1
3
0
0
年
の
年
は
終
わ
り
ま
し

た
が
、
今
年
以
降
も
太
安
万
侶
の
故

郷
と
し
て
田
原
本
町
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
急
進
す
る
少
子
化
、
本

測
さ
れ
る
大
地
震
に
対
す
る
防
災
体

制
の
強
化
を
は
じ
め
住
民
の
安
全
安

心
な
暮
ら
し
の
確
保
、
健
康
づ
く
り

と
福
祉
の
充
実
な
ど
住
民
の
要
望
と

時
代
の
要
請
に
的
確
に
応
え
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
の
玄
関
口
で
あ
る
田
原
本
駅

は
西
側
の
駅
前
広
場
は
完
成
し
た
も

の
の
、
引
き
続
き
広
場
を
核
と
し
た

周
辺
再
開
発
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
同
様
に
東
側
に
つ
い
て
も
、

ど
の
よ
う
な
開
発
が
適
当
な
の
か
有

識
者
を
含
む
一
般
の
皆
様
に
よ
る
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
駅
周
辺
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
総
合
的
に
協
議
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
保

津
付
近
は
平
成
25
年
度
中
に
は
京
奈

和
自
動
車
道
一
般
道
が
供
用
さ
れ
、

産
業
・
交
流
系
の
新
た
な
都
市
機
能

を
形
成
で
き
、
整
備
さ
れ
た
駅
周
辺

中
心
市
街
地
を
つ
な
ぐ
交
流
機
能
を

持
っ
た
沿
道
利
用
型
の
市
街
地
形
成

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
準
工
業
に
編
入
さ
れ
た
部
分

に
つ
い
て
は
社
会
資
本
の
整
備
を
急

い
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

唐
古
・
鍵
遺
跡
は
史
跡
公
園
と
し

て
平
成
29
年
の
完
成
を
目
指
し
工
事

を
進
め
て
お
り
、
同
時
に
北
側
地
域

に
お
い
て
駐
車
場
ゾ
ー
ン
、
交
流
促

進
施
設
ゾ
ー
ン
、
民
間
施
設
ゾ
ー
ン

も
含
め
た
歴
史
拠
点
の
形
成
を
目
指

し
地
区
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

新
清
掃
工
場
に
つ
い
て
は
、
御
所

市
・
田
原
本
町
・
五
條
市
と
の
広
域

建
設
に
向
け
、
や
ま
と
広
域
環
境
衛

生
事
務
組
合
が
立
ち
上
が
り
、
御
所

市
の
建
設
場
所
で
あ
る
栗
阪
地
区
等

と
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。
平
成

27
年
10
月
の
操
業
は
難
し
い
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
早
期
の
運
転
開
始
に
向

け
工
事
発
注
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
笠
縫
駅
東
側
の

整
備
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め
宮
古

保
育
園
の
新
設
拡
充
な
ど
取
り
組
む

べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
地
方
分
権
の
推
進
、
急
激
な

効率的・効果的で持続可能な
行政運営に取り組み、地域の
さまざまな課題を解決します

寺田 典弘田原本町長

少
子
化
、
本
格
的
な
長
寿
社
会
、
住

民
意
識
・
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

な
か
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
行
政

活
動
を
行
う
た
め
に
は
行
政
の
在
り

方
・
役
割
分
担
を
考
え
、
自
立
し
た

財
政
基
盤
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

簡
素
で
効
率
的
・
効
果
的
で
持
続
可

能
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ま
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
時
に
田
原
本
の
明
日

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
負
担
を
先
送

り
す
る
こ
と
な
く
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
対
応
、
住
民
満
足
度
の

向
上
な
ど
地
域
の
様
々
な
課
題
を
自

主
的
・
主
体
的
に
解
決
し
、
魅
力
あ

る
「
ま
ち
」
に
向
け
職
員
共
々
、
公

平
・
公
正
な
町
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
健
康
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

格
的
な
長
寿
社
会
の
到
来
、
本
町
の

行
財
政
状
況
も
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
す
。
今
後
、
明
日
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
の
充
実
、
発
生
が
予
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
町
議
会
の
活
動
に
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
議
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
の
副
会
長
や
相

談
役
と
し
て
、
全
国
の
町
村
の
声
に

も
耳
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
間
に
も
、
地
方
公
共
団
体
の
自
由

度
が
拡
大
し
、
自
主
・
自
立
の
必
要

性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
地
方
行
政

の
多
様
化
、
専
門
化
が
進
み
、
議
会

の
責
務
と
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
町
民
目
線
に

立
っ
て
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

を
全
う
す
る
た
め
、
政
策
立
案
や
行

財
政
の
調
査
研
究
等
に
努
め
な
が
ら
、

よ
り
一
層
議
会
活
動
の
充
実
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
末
、
金
融
政
策
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
、
国

政
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
を
主
な
争

点
と
し
て
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
よ
り
、

新
し
い
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
長

引
く
景
気
の
低
迷
、
歴
史
的
な
円
高

や
デ
フ
レ
な
ど
に
よ
り
、
わ
が
国
の

経
済
・
雇
用
情
勢
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
社
会
的
・
経
済
的
影
響
は
被

災
地
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国
全
体
に

及
ん
で
い
ま
す
。
新
政
権
に
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
の
打
開
に
加
え
、
社

会
保
障
制
度
の
総
合
的
な
改
革
や
真

の
分
権
型
社
会
を
目
指
し
た
、
さ
ら

な
る
地
方
分
権
の
推
進
等
、
山
積
す

る
政
策
課
題
に
積
極
的
か
つ
迅
速
な

対
応
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
28

年
度
末
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

で
あ
る
第
３
次
総
合
計
画
の
施
策
分

野
ご
と
の
目
標
を
示
す
後
期
基
本
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
議
会

で
は
、
執
行
機
関
と
の
役
割
の
違
い

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
常
に
連
携
と

緊
張
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
町
の

将
来
像
で
あ
る
「
自
然
と
歴
史
・
文

化
が
育
む
新
し
い
生
活
拠
点　

た
わ

ら
も
と
」
の
実
現
に
向
け
、
効
率
的

で
効
果
的
な
政
策
決
定
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
新
清
掃
工
場
建
設
に

つ
い
て
は
、
建
設
費
、
運
営
コ
ス
ト

の
削
減
や
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る

た
め
、
御
所
市
・
五
條
市
と
の
２
市

１
町
に
よ
る
「
や
ま
と
広
域
環
境
衛

生
事
務
組
合
」
で
、
行
政
区
域
を
越

え
た
広
域
建
設
に
向
け
、
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

度
の
完
成
を
め
ざ
し
、
新
年
度
も

造
成
工
事
等
に
取
り
組
む
予
定
で

す
。
国
の
史
跡
で
あ
り
、
わ
が
国
を

代
表
す
る
貴
重
な
歴
史
資
源
の
保
存

と
、
観
光
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て

魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園

の
北
側
地
区
で
、
国
道
24
号
の
優
れ

た
広
域
交
通
条
件
や
歴
史
環
境
な
ど

の
特
性
を
活
用
し
、商
業
・
沿
道
サ
ー

ビ
ス
施
設
、
交
流
促
進
施
設
や
製
造

体
験
、
見
学
が
可
能
な
加
工
施
設
と
、

こ
れ
ら
に
付
属
す
る
駐
車
場
な
ど
を

主
体
と
し
た
土
地
利
用
が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ず
れ
の
事
業
も
、
よ
り
良
い
方

向
を
選
択
す
る
た
め
、
町
議
会
の
所

管
委
員
会
に
お
い
て
、
事
業
計
画
等

に
つ
い
て
審
査
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
町
政

課
題
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活

用
と
施
策
・
事
業
の
優
先
度
等
を
見

極
め
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
し
っ
か
り
と
し
た

議
論
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
に
臨
み
、
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
実
り
多
い
幸
せ
な
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

より一層議会活動の充実を。
住民の皆様の期待に応えるべく議論
を重ねていきます

松本 宗弘田原本町議会議長

新 年 の ご あ い さ つ
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田
原
本
町
古
事
記

1
3
0
0
年
紀
事
業

資料 : 住民基本台帳（外国人人口・世帯を含む）

人口 3 2 , 8 4 4 人 （前月比 ＋ 1 9 人 ）

男 1 5 , 7 3 1 人 （前月比 ＋ 2 4 人 ）

女 1 7 , 1 1 3 人 （前月比 − 5 人 ）

世帯数 1 2 , 1 1 7 世 帯（前月比 ＋ 1 7 世帯 ）

平成 24 年 12 月 1 日現在人の動き

町民憲章

力をあわせ　美しいまち　住みよいまちをつくりましょう
郷土に誇りをもち　文化の向上をめざすまちをつくりましょう
健全な心とからだをつくり　明るいまちをつくりましょう
しごとによろこびをもち　活気あふれるまちをつくりましょう
お互いに尊重しあい　あたたかいまちをつくりましょう

町章 町の花 町の木

あのころの田原本 昭和 45 年

集まる場に育て
公民館オープン

▲中央公民館の全景

　昭和 46 年 4 月、関係者 200 人が集まり中央
公民館の落成式を行いました。
　桜井町長は、この公民館を「町民の集まる場」
にしましょう。自発的にいろいろな趣味や学習に、
親しんで「集まる」公民館に育つことによって、
町の文化が向上し、さらに明るい住みよい町が作
られるエネルギーになります。このような意味で
社会教育の中心として、公民館を大いに利用して
いただきたいと思います、と呼びかけました。

ＣＯＮＴＥＮＴＳ目 次

1 月の健康カレンダー
予防接種町内委託医療機関

34

▶絆　琴名流琴扇修会
▶我が家の天使
▶図書館だより

30

情報ホットライン24

12 議会だより

平成 24 年第 4 回定例会

暮らしの情報16
▶消費生活ニュース

買え買え詐欺　劇場型勧誘に気をつけて　
▶てんいち先生
▶国保中央病院だより
　院内ボランティアを募集
　あなたの力で、院内の雰囲気づくりを
▶すこやか
　今、大切にしていること
～ 400 字作文応募作品から～

18 情報ホットラインワイド版

▶ P18…税の申告の準備はお早めに　▶ P18
…年金受給者の事前の所得税確定申告の相談・
受付　▶ P19…事業者の皆さん、個人住民税
の特別徴収にご理解とご協力をお願いします　
▶ P19…退職所得にかかる住民税の計算方法
が変わります　▶ P20…特定健診の締め切り
間近！生活習慣病を予防しよう　▶ P20…国
保税の納付額のお知らせ　▶ P21…人間ドッ
ク・脳ドックの費用の一部を助成します　▶
P21…年始の業務案内　▶ P22…下水道工事に
ご協力を　▶ P23…高齢社会に向けた地域づ
くりシンポジウム　▶ P23…無料相談コーナー

たわらもとウォッチング14

第 27 回田原本町民駅伝大会
田原本消防団出初式

13

新年のごあいさつ2

5

深まる郷土愛

特集

田原本町古事記 1300 年紀事業記念フォーラム
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宮
森
保
育
園
児
が
踊
る
迫
力
満

点
の
こ
ど
も
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

ソ
ー
ラ
ン
で
、
ス
テ
ー
ジ
が
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

古
事
記
に
関
連
す
る
鏡
作
神
社

や
村
屋
神
社
の
巫
女
が
神
楽
を
舞

い
、
奉
納
し
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
て
い
く
古
事
記

の
成
り
立
ち
や
古
事
記
編
纂
者
で

あ
る
太
安
万
侶
、
古
事
記
の
神
話
。

ナ
レ
ー
タ
ー
の
福
原
浩
代
さ
ん
と

太
安
万
侶
に
扮
し
た
寺
田
町
長
の

二
人
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

続
い
て
、
古
事
記
の
神
話
で
あ

る
天
の
岩
戸
を
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

の
ト
モ
コ
ダ
ン
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト
が

演
舞
で
再
現
。
古
代
舞
グ
ル
ー
プ

の
風
流
舞
「
奏
楽
」
が
、
和
太
鼓

演
奏
を
披
露
し
、
最
後
は
、
奏
楽

と
ト
モ
コ
ダ
ン
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト
が

合
同
で
、
桃
遊
楽
を
演
じ
ま
し
た
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
も
て
な
し

に
、
満
員
の
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

田
原
本
町
古
事
記

1
3
0
0
年
紀
事
業

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

深
ま
る
郷
土
愛

　

11
月
18
日
、
弥
生
の
里
ホ
ー
ル
で
、
古
事
記

1
3
0
0
年
を
記
念
し
「
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

（
町
古
事
記
1
3
0
0
年
紀
事
業
実
行
委
員
会
主
催
・

鈴
木
幸
兵
会
長
）さ
れ
、約
8
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
を
通
じ
て
太
安
万
侶

の
偉
業
を
振
り
返
り
ま
す
。

古事記へのいざない～映像・音楽・演舞～

古事記の世界を楽しむ

①迫力満点のこどもＹＯＳＡ
ＫＯＩソーラン②天の岩戸を
イメージしたトモコダンスプ
ラネットの演舞③鏡作神社、
村屋神社の巫女神楽④太安万
侶の役を演じる寺田町長⑤風
流舞「奏楽」による太鼓演奏
⑥応援にかけつけたももたん
⑦ステージに見入る観客⑧奏
楽とトモコダンスプラネット
が合同で演舞を披露

町民たちによるステージで記念フォーラムの幕が開きました。
このステージでは、古事記に関連した映像・音楽・演舞が披露されました。

①

②

③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

広報1月.indd   5 12/12/20   11:57
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和
田

　

町
長
さ
ん
は
、
ず
い
ぶ
ん

古
事
記
に
関
心
を
お
持
ち

で
、
田
原
本
の
人
に
古
事
記

を
も
っ
と
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
強
く
お
考
え
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
辺

り
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

寺
田

　

古
事
記
は
、
読
ん
で
い
ま

し
た
ら
非
常
に
面
白
く
て
、

2
時
間
も
あ
れ
ば
読
み
切
れ

る
文
章
で
、
国
の
成
り
立
ち

が
書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
。

私
た
ち
日
本
人
が
、
自
国
の

成
り
立
ち
を
知
ら
な
い
の
は

非
常
に
お
か
し
な
こ
と
だ
と
、

私
常
々
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

安
万
侶
さ
ん
は
田
原
本
町

の
出
身
で
あ
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
は
ぜ
ひ
、
現
代
文
で
構

わ
な
い
の
で
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
一
歩
踏
み
込

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
文
章
に
し

て
本
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
古
事
記
の
小

冊
子
な
ど
も
作
ら
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

和
田

　

昭
和
54
年
の
1
月
に
、
奈

良
市
此こ

の
せ瀬

町
で
太
安
万
侶
さ

ん
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
が
ず
い
ぶ
ん
大
き
く
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
太
安
万

侶
さ
ん
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ

た
と
き
に
、
多
さ
ん
は
ど
う

い
う
感
慨
を
持
た
れ
た
の
で

す
か
。

多
　

今
か
ら
33
年
前
、
ち
ょ
う

ど
森
の
中
で
、
父
と
一
緒
に

木
の
枝
を
切
っ
て
お
り
ま
し

た
。
す
る
と
新
聞
記
者
が
来

て
、「
多
さ
ん
、
え
ら
い
こ

と
が
起
こ
り
ま
し
た
よ
！
」

と
教
え
て
く
れ
た
の
が
、
安

万
侶
さ
ん
の
お
墓
が
見
つ

か
っ
た
と
き
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

安
万
侶
さ
ん
は
、
お
墓
が

見
つ
か
る
ま
で
は
、
架
空
の

人
物
だ
と
い
う
方
が
大
半

だ
っ
た
ん
で
す
。
お
墓
が
見

つ
か
る
と
、
お
そ
ら
く
日
本

国
中
で
小
躍
り
し
て
喜
ん
だ

の
は
、
私
の
父
だ
と
思
い
ま

す
。

和
田

　

昭
和
54
年
の
１
月
に
、
安

万
侶
さ
ん
の
墓
が
奈
良
市
此

瀬
町
で
あ
る
と
確
定
し
た
後
、

多
さ
ん
は
、
ず
い
ぶ
ん
多
年

に
渡
っ
て
遺
骨
を
「
ぜ
ひ
、

神
社
の
方
へ
戻
し
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
、
尽
力
を
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
地
元
の
地
区
、

田
原
本
町
の
い
ろ
い
ろ
な
方

が
尽
力
を
さ
れ
て
、
多
神
社

に
そ
の
一
部
が
戻
り
ま
し
た
。

多
神
社
の
す
ぐ
南
側
に
、
7

月
の
初
め
に
安
万
侶
さ
ん
を

祭
っ
た
一
角
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
大
き
な
記
念
碑
を

建
て
ら
れ
、
そ
し
て
多
さ
ん

自
身
も
安
堵
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
の
辺
り
の
い

き
さ
つ
を
お
話
し
い
た
だ
け

ま
す
か
。

多
　

一
昨
年
の
7
月
6
日
、
安

万
侶
さ
ん
の
命
日
の
ち
ょ
っ

と
前
に
遺
骨
が
帰
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ど
こ
か
へ
埋
葬

し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
方
の

お
参
り
で
き
る
所
を
と
思
っ

た
ん
で
す
。

　

多
神
社
の
氏
子
、
総
代
さ

ん
25
名
の
方
々
と
相
談
し
て
、

「
多
神
社
の
横
へ
こ
し
ら
え

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
て
、
4
月
ご
ろ
か

ら
工
事
に
取
り
掛
か
り
、
7

月
6
日
に
「
1
3
0
0
年
記

念
碑
」
と
い
う
形
で
作
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

寺田典弘
田原本町長

多忠記さん
多神社宮司

和田萃さん
京都教育大学名誉教授

× ×

田原本の誇りを後世に
日本古代の思想や文化、木簡などの研究者である京都教育大学名誉教授の和田萃さん、太安万侶の
子孫である多神社宮司の多忠記さん、寺田典弘町長の 3 人が、安万侶さんについて語り合いました。

鼎談　安万侶さんを語る

広報1月.indd   6 12/12/20   11:57
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た
だ
神
社
に
は
遺
骨
を
埋

葬
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
墓
が
作
れ
な
い
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
遺
骨
は
、
私
個
人

の
家
の
神
棚
に
お
祭
り
し
て

お
り
ま
す
。

　

記
念
碑
に
は
、
安
万
侶
さ

ん
が
書
か
れ
た
と
い
う
古
事

記
の
序
文
、
そ
し
て
国
宝
の

写
本
が
あ
り
ま
す
。
コ
ピ
ー

の
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

れ
を
、埋
納
し
、ご
寄
贈
願
っ

た
方
々
の
お
名
前
も
刻
ん
で

中
に
納
め
て
お
り
ま
す
。

　

体
が
空
き
ま
し
た
ら
、
一

度
記
念
碑
の
方
に
来
て
い
た

だ
い
て
、
ど
ん
な
も
の
な
の

か
見
て
も
ら
っ
た
ら
あ
り
が

た
い
と
思
い
ま
す
。

和
田

　

田
原
本
町
に
は
町
並
み
と

し
て
も
非
常
に
優
れ
た
所
が

残
っ
て
お
り
ま
す
。
町
長
さ

ん
が
田
原
本
を
も
っ
と
活
気

の
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
先

ほ
ど
も
伺
っ
た
ん
で
す
が
、

そ
の
辺
り
の
こ
と
を
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

寺
田

　

観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
資

源
は
豊
富
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
田
原
本
の
良
さ
は
、
田

原
本
に
住
ん
で
い
る
人
に
ま

ず
分
か
っ
て
、
理
解
を
し
て

い
た
だ
き
、
歴
史
を
知
っ
て

い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

観
光
協
会
に
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
、「
ふ
る
さ
と
か
る

た
」
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

群
馬
県
の
「
上じ

ょ
う
も
う毛

カ
ル

タ
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
群
馬
の
幼
稚
園
へ
講
演

に
行
っ
た
と
き
に
、
子
ど
も

た
ち
が
意
味
も
分
か
ら
な
い

の
に
、
そ
れ
を
読
ん
で
カ
ル

タ
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
結
局
意
味
な
ん
か
後

で
も
い
い
ん
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
ま
ず
刷
り

込
ん
で
い
く
取
り
組
み
を

し
て
、
ま
ず
家
の
人
た
ち

に
、
田
原
本
の
町
を
好
き
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
し

て
町
民
の
皆
さ
ん
が
町
の
外

で
「
う
ち
は
こ
ん
な
え
え
町

や
ね
ん
で
」
と
口
コ
ミ
で
で

も
広
が
っ
て
い
く
。

　

ち
ょ
っ
と
気
の
長
い
話
に

な
り
ま
す
が
、
し
つ
ら
え

も
さ
せ
て
た
だ
き
ま
す
し
、

ハ
ー
ド
的
な
整
備
も
今
後
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

和
田

　

非
常
に
力
強
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
役
場
の

北
西
の
す
み
の
四
つ
辻
の

と
こ
ろ
に
は
、
寛
政
6
年

（
1
7
9
4
年
）
に
建
て
ら

れ
た
常
夜
燈
が
あ
っ
て
、
そ

こ
に
新
町
通
り
に
住
ん
だ
商

人
た
ち
の
名
前
が
い
っ
ぱ
い

刻
ん
で
あ
り
ま
す
。
南
の
面

に
、「
本
屋
清
蔵
」
と
い
う

人
物
名
が
あ
り
、
そ
の
本
屋

と
い
う
い
わ
ゆ
る
書
籍
商
の

中
の
資
料
で
一
番
古
い
人
物

な
ん
で
す
ね
。

　

だ
か
ら
新
町
通
り
は
非
常

に
古
い
本
屋
さ
ん
が
初
め
て

日
本
で
誕
生
し
た
と
い
う
記

念
す
べ
き
も
の
で
、
田
原
本

は
、
古
代
だ
け
で
な
く
、
中

近
世
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
文

化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
も
の
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
て
、
ま
た
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ

き
、
全
国
か
ら
来
ら
れ
る

人
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
い
う
思
い
を
強
く

持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
多
さ
ん
、
多
神
社

の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
お
話

し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

多
　

最
近
は
我
々
が
普
段
使
っ

て
い
る
言
葉
で
、
書
き
記
し

て
い
る
古
事
記
を
解
釈
さ
れ

て
い
る
本
が
た
く
さ
ん
出
て

き
て
お
り
ま
す
。
私
が
一
番

好
き
な
の
は
、
国
生
み
と

い
っ
て
、
日
本
の
国
を
作
っ

て
い
く
過
程
な
ん
で
す
ね
。

俗
に
今
の
言
葉
で
言
っ
た
ら

マ
ン
ガ
チ
ッ
ク
。
親
御
さ
ん

や
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
、
子
ど
も
さ
ん

や
お
孫
さ
ん
に
、
古
事
記

序
文
の
と
こ
ろ
を
少
し
で

も
い
い
で
す
か
ら
、「
昔
な

あ
、
古
事
記
と
い
う
本
を
書

か
は
っ
た
人
が
こ
ん
な
こ
と

書
い
て
は
る
」
と
お
話
し
て

い
た
だ
く
。
そ
う
す
る
と
家

庭
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
さ
ん
が
大
き
く

な
っ
た
と
き
、
太
安
万
侶
は
、

い
や
古
事
記
は
、
多
神
社
は

と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
多
神
社
を
大
い
に
知
っ

て
い
た
だ
い
て
、
遊
び
が
て

ら
寄
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
あ

り
が
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　「田原本ふるさとかるた」の贈呈式が、11
月 29 日、町長室で行われ、寺田町長から、町
内各小学校 2 人の代表児童にかるたが手渡さ
れました。「田原本ふるさとかるた」は、町観
光協会がＡ 4 版サイズで作成していたものを、
町と町観光協会で通常のかるたサイズ（縦 9 ㎝、
横 6.8 ㎝）にしました。
　町内小学校の先生に集まっていただいて検討
し、絵札はそのままに読み札とその裏の解説文
について、内容・単語を、小学生が理解しやす
いようにしました。
　町内小学校の全児童に配布し、町内の各所・
旧跡や祭事などをかるたで遊びながら楽しく学
び、郷土愛を深めることを目的としています。
　このかるたは、田原本町ふるさと応援寄附金
を活用して作成しました。
問　総合政策課☎ 34-2083

かるたで、深める郷土愛

田原本ふるさとかるたの贈呈式を行いました

広報1月.indd   7 12/12/20   11:57
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た
だ
し
、
ど
う
読
む
か
と
い

う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
の

読
み
方
を
き
ち
っ
と
、
稗
田

阿
礼
は
読
め
る
よ
う
に
し
た

と
思
い
ま
す
。

和
田

　

次
に
、
上
野
先
生
か
ら
お

話
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

上
野

　

書
か
れ
た
も
の
を
声
に
す

る
と
い
う
こ
と
が
稗
田
阿
礼

の
仕
事
で
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

　

文
字
が
普
及
し
て
い
な
い

社
会
で
は
口
か
ら
耳
へ
と
神

話
を
継
い
で
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
、
声
に
出
し
て
読
む

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

声
に
出
し
て
読
む
と
い
う

こ
と
は
、
聞
か
せ
る
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、
み
ん
な
に

そ
の
内
容
が
よ
く
分
か
る
よ

う
に
語
る
の
で
す
。

　

当
然
、
あ
る
所
で
は
繰
り

返
し
た
り
、
あ
る
所
で
は
リ

ズ
ム
を
つ
け
た
り
し
て
、
み

ん
な
に
聞
い
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
わ
け
で
す
。
自
分
の

心
の
中
で
得
心
し
て
人
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

私
は
、
最
終
的
に
は
太
安

万
侶
は
稗
田
阿
礼
が
い
な
く

な
っ
て
も
読
め
る
テ
キ
ス
ト
、

つ
ま
り
稗
田
阿
礼
が
語
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
稗
田
阿
礼
が

い
な
く
て
も
読
め
る
よ
う
に

注
記
を
つ
け
て
い
く
と
い
う

よ
う
な
作
業
を
し
て
、
現
在

の
古
事
記
を
作
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

和
田

　

そ
れ
で
は
、
最
後
に
辰
巳

先
生
か
ら
ご
報
告
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

辰
巳

　

古
事
記
を
編
集
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
相
応
に
多

氏
が
非
常
に
文
字
を
使
う
こ

と
に
長
じ
た
家
柄
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

言
葉
は
我
々
が
し
ゃ
べ
り

ま
す
が
、
文
字
を
ど
う
い
う

ふ
う
に
使
う
か
、
し
か
も
、

中
国
の
文
字
を
借
り
て
く
る

わ
け
で
す
か
ら
、
大
変
な
学

識
が
求
め
ら
れ
た
は
ず
。

　

自
分
た
ち
の
言
葉
を
表
記

す
る
そ
う
い
う
仕
事
に
携
わ

る
と
い
う
の
は
そ
れ
相
応
に

大
陸
の
文
化
を
早
く
か
ら
享

受
し
、
己
の
も
の
と
し
て
い

同志社女子大学特任教授。専攻
は国文学で記紀神話、万葉集、
日本霊異記などが研究課題。

寺川眞知夫さん

京都教育大学名誉教授。日本古
代の思想や文化、木簡などを研
究し、考古学にも明るい。

和田萃さん

太安万侶の才能
太安万侶と古事記に関する内容を一部紹介します。

和
田

　

3
人
の
先
生
方
か
ら
ご
報

告
い
た
だ
き
、
討
論
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
寺
川

先
生
か
ら
ご
報
告
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

寺
川

　

天
武
天
皇
の
勅
語
の
帝
紀
、

旧
辞
を
稗
田
阿
礼
が
誦
習
し

て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が

中
断
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

を
惜
し
ま
れ
て
元
明
天
皇
が

太
安
万
侶
に
命
じ
て
古
事
記

を
編
纂
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

太
安
万
侶
は
元
明
天
皇
の

勅
命
を
受
け
て
古
事
記
の

撰
集
を
行
い
、
和
銅
５
年

（
7
1
2
年
）
に
こ
れ
を
献

上
し
ま
し
た
。

　

太
安
万
侶
は
壬
申
の
乱
で

活
躍
し
た
多お

お
の
ほ
む
じ

品
治
の
子
ど
も

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
天
武
天

皇
の
意
向
に
忠
実
に
、
そ
の

意
向
を
受
け
な
が
ら
本
を
ま

と
め
る
力
を
持
っ
た
人
物
と

し
て
太
安
万
侶
が
選
ば
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

上
野

　

天
武
朝
に
お
い
て
古
事
記

と
い
う
も
の
が
ど
の
程
度
、

出
来
て
い
た
か
、
寺
川
先
生

は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

寺
川

　

僕
は
、
あ
る
程
度
本
は
出

来
て
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

古事記の編纂

　天武天皇は諸氏族の持っている帝紀（天皇家に
ついて記載）や本辞（氏族の伝承や神話伝説につ
いて記載）に真実と異なり多くの虚偽が加えられ
ていることを憂えました。これらを詳しく調べて、
誤りを正した書物を作り後世に伝えたく思い、聡
明な舎人の稗田阿礼に記憶させました。

　天武天皇の後、持統天皇・文武天皇の時代を経
て、元明天皇は文才に優れた太安万侶に記述させ
ました。この二人の天才のお陰で「古事記」は成
立しました。文字表記については変体漢文体（音
訓併用）で工夫をしています。
　これらのことは古事記序文に紹介されています。
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た
か
ら
こ
そ
、
結
果
的
に
古

事
記
編
纂
と
い
う
大
役
を
担

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

和
田

　

古
事
記
は
文
学
性
が
非
常

に
高
く
て
、
現
代
人
の
我
々

が
読
ん
で
も
感
動
す
る
よ
う

な
、
そ
う
い
う
リ
ズ
ム
感
に

あ
ふ
れ
た
文
章
で
す
ね
。　

　

安
万
侶
さ
ん
は
、
古
代
に

お
い
て
最
も
優
れ
た
漢
文
学

者
で
も
あ
り
ま
す
。
安
万
侶

さ
ん
は
お
じ
い
さ
ん
の
妹
さ

ん
が
百
済
の
豊ほ

う
し
ょ
う璋

の
妻
に

な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
百

済
の
言
葉
に
非
常
に
習
熟
し

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

安
万
侶
さ
ん
が
多
様
な
形

で
、
漢
文
だ
け
で
は
読
み
に

く
い
、
そ
れ
で
和
語
で
で
す

ね
、
一
字
一
音
で
読
め
る
形

式
と
か
を
漢
文
学
に
取
り
入

れ
た
、
変
体
漢
文
と
よ
ば
れ

る
形
で
ま
と
め
上
げ
た
わ
け

で
す
ね
。

　

最
後
に
、
３
人
の
先
生
方

い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
か
な
り
言
葉
に
対

す
る
意
識
の
強
い
人
で
あ
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め

て
相
当
教
養
の
あ
る
人
物
と

言
っ
て
い
い
と
い
う
感
じ
が

し
ま
す
。

上
野

　

古
事
記
序
文
に
自
分
自
身

が
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
、

太
安
万
侶
が
書
い
て
ま
し
て
、

「
そ
う
か
。
こ
う
や
っ
て
日

本
語
を
記
す
苦
労
を
し
た
人

が
、
太
安
万
侶
な
ん
だ
」
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

太
安
万
侶
と
い
う
人
は
日

本
語
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の

心
に
神
話
を
届
け
る
た
め
に
、

日
本
語
の
書
き
方
を
工
夫
し

た
偉
人
で
す
。
こ
れ
は
や
は

り
田
原
本
で
顕
彰
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

辰
巳

　

最
初
の
神
代
の
お
話
に
出

て
く
る
「
こ
を
ろ
こ
を
ろ
」

と
い
う
擬
音
語
が
、
再
び
雄

略
天
皇
の
と
こ
ろ
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
稗
田
阿
礼
と
い

う
一
人
の
人
物
が
語
り
継
い

古代学研究者。元同志社大学教
授。考古学を中心に学際的な視
点から古代の心の分析を実践。

辰巳和弘さん

奈良大学教授。歴史学や考古学、
民俗学を取り入れた万葉研究で
学会に新風を送っている。

上野誠さん

で
き
た
言
葉
が
、
非
常
に
重

要
だ
と
い
う
こ
と
は
太
安
万

侶
も
よ
く
認
識
し
て
い
た
か

ら
こ
そ
、
こ
の
言
葉
が
古
事

記
の
前
後
で
登
場
す
る
。
太

安
万
侶
が
非
常
に
苦
労
し
な

が
ら
も
、
工
夫
し
な
が
ら
、

古
事
記
と
い
う
歴
史
書
を

作
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。

　

古
代
の
人
の
心
の
問
題
、

擬
音
と
い
う
も
の
は
、
文
字

と
し
て
表
す
の
に
非
常
な
苦

心
が
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ

れ
を
よ
く
残
し
て
く
れ
た
な

と
い
う
ふ
う
に
、
私
は
思
っ

て
い
つ
も
古
事
記
を
読
ん
で

お
り
ま
す
。

和
田

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
形

で
文
庫
本
の
古
事
記
が
出
て

お
り
ま
す
。
現
代
語
訳
を
読

ん
で
、
古
事
記
全
体
が
ど
う

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
な
の
か
と

い
う
こ
と
を
頭
に
置
い
て
、

参
考
書
な
ど
で
、
よ
り
深
く

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
古

事
記
は
や
は
り
、
非
常
に
優

れ
た
文
学
書
で
あ
る
こ
と
を

わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と

思
い
ま
す
。

古事記から読み解く
シンポジウム　やまとのまほろば田原本

和田萃さんをコーディネーターに 3 人のパネリストと行われたシンポジウム。

に
、
安
万
侶
さ
ん
の
人
物
を

ど
う
捉
え
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
意
見
を
伺
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

寺
川

　

活
用
形
や
品
詞
と
い
う
こ

と
も
意
識
し
て
注
を
付
け
て

古事記とは

　古事記は神話や歴史を伝える 712 年に完成した最
古の史書です。上・中・下の 3 巻構成。注目すべき
は神話であり、自然・人間・文化の起源を超自然的な
神々に関連させて物語られています。神話には直接語
られていなくても、伝承したいことが隠されていて、
昔なじみのお伽話がいっぱいで楽しく読めます。
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や
す
ま
ろ
さ
ん
　
夜
空
の
星
は
　
今
も
な
お

わ
れ
ら
の
町
を
　
て
ら
し
て
い
る
よ

や
す
ま
ろ
さ
ん
　
古
事
記
を
書
い
た
　
こ
ろ
の
こ
と

ぼ
く
が
調
べ
て
　
友
に
伝
え
る

岸
上
維
颯
さ
ん
（
南
小
6
年
）

ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
　
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
　
星
に
な
る

や
す
ま
ろ
さ
ん
に
　
あ
っ
て
る
の
か
な

岡
橋
優
花
さ
ん
（
南
小
5
年
）

万
葉
の
　
時
よ
り
つ
づ
く
　
く
に
な
か
は

や
す
ま
ろ
の
里
　
太
陽
の
道

上
田
寧
々
さ
ん
（
北
小
6
年
）
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最
優
秀
賞
（
や
す
ま
ろ
大
賞
〈
小
学
生
の
部
〉）

多
じ
ん
社
　
や
す
ま
ろ
さ
ん
が
　
見
守
る
よ

『
古
事
記
』
は
今
も
　
ぼ
く
ら
の
宝

　

や
す
ま
ろ
さ
ん
が
つ
く
っ

て
き
た
も
の
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
短
歌
を

作
り
ま
し
た
。

　

5
つ
く
ら
い
作
っ
た
な
か

で
、
一
番
良
か
っ
た
と
思
っ

た
も
の
が
受
賞
し
た
作
品
で

し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
も
ら
え
る
と

細川蒼一朗さん
（南小 3 年）

最
優
秀
賞
（
多
の
杜
賞
〈
一
般
の
部
〉）

古
に
　
語
り
継
が
れ
し
　
安
万
侶
の

ふ
る
こ
と
ぶ
み
を
　
今
朝
も
読
み
居
り

　

短
歌
を
3
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
我
流
で
始
め
、
新
聞
に
応

募
し
て
い
ま
す
。
新
聞
に
短

歌
の
募
集
が
あ
っ
た
の
を
拝

見
し
、応
募
し
ま
し
た
。テ
ー

マ
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
心
の
感
じ
る
ま
ま

素
直
に
自
由
に
詠
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

前田幸男さん
（生駒市）

みんなの想いがぎっしり
全国から皆さんの想いがたくさんつまったメッセージを多数ご応募いただきありがとうござい
ました。審査員による厳正な審査の結果、各部門の受賞作品が決定しましたので、紹介します。

鎮
座
す
る
　
太
安
万
侶
　
多
神
社

古
事
記
の
編
纂
　
大
和
の
宝

下
西
弘
二
さ
ん
（
橿
原
市
）

ふ
る
さ
と
に
　
ど
っ
か
と
根
づ
く
　
い
に
し
え
の

万
葉
の
風
　
や
す
ま
ろ
の
夢

大
塚
孝
夫
さ
ん
（
橿
原
市
）

安
万
侶
さ
ん
　
あ
な
た
の
作
っ
た
　
歴
史
書
は

語
り
つ
が
れ
る
　
千
三
百
年

太
田
涼
音
さ
ん
（
北
小
6
年
）

　

1
3
0
0
年
紀
と
い
う
形

で
、
参
加
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
一
生
の
記
念
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

思
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佳
作
（
小
学
生
の
部
）

佳
作
（
一
般
の
部
）

「やすまろさんへのメッセージ」コンテスト
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青
空
へ
　
や
す
ま
ろ
さ
ん
と
　
手
を
つ
な
ぎ

太
陽
の
道
　
か
け
っ
こ
し
た
い

廣
橋
佐
紀
さ
ん
（
南
小
4
年
）

や
す
ま
ろ
さ
ん
　
あ
な
た
み
た
い
に
　
作
文
を

と
て
も
上
手
に
　
ま
と
め
て
み
た
い

平
井
沙
季
さ
ん（
平
野
小
6
年
）

雨
あ
が
り
　
大
和
三
山
　
か
か
る
に
じ

や
す
ま
ろ
も
見
た
　
奈
良
の
夏
空

髙
木
美
月
さ
ん
（
南
小
5
年
）

や
す
ま
ろ
さ
ん
　
夜
空
の
星
は
　
今
も
な
お

わ
れ
ら
の
町
を
　
て
ら
し
て
い
る
よ

阪
井
理
来
さ
ん
（
南
小
6
年
）
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優
秀
賞
（
一
般
の
部
）

　

和
田
先
生
か
ら
古
事
記
の

文
庫
を
勧
め
ら
れ
、
読
ん
で

み
た
ら
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
同
時
に
、
子
ど
も
の
と

き
両
親
に
聞
か
せ
て
も
ら
っ

岡
本
道
憲
さ
ん（
桜
井
市
）

幾
世
経
て
　
つ
ね
に
あ
た
ら
し
　
安
万
侶
の

遺
せ
し
文
を
　
読
め
る
よ
ろ
こ
び

優
秀
賞
（
一
般
の
部
）

我
が
町
に
　
ゆ
か
り
の
古
事
記
　
ひ
も
と
け
ば

下
つ
道
駈
け
来
　
子
ら
の
靴
音

松
原
綾
乃
さ
ん（
田
原
本
町
）

　

読
書
会
で
、
古
事
記
を
読

ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ

の
機
会
に
応
募
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

古
事
記
を
編
纂
さ
れ
た
太

奈
良
時
代
　
安
万
侶
さ
ん
の
　
生
ま
れ
た
地

ぼ
く
の
住
む
町
　
歴
史
い
っ
ぱ
い

吉
村
隆
晟
さ
ん
（
北
小
6
年
）

う
る
わ
し
き
　
大
和
の
国
の
　
は
じ
ま
り
を

今
に
伝
え
し
　
太
安
万
侶

森
本
な
つ
美
さ
ん（
北
小
6
年
）

て
す
と
で
は
　
い
つ
も
１
０
０
て
ん
　
と
っ
て
た
の
？

ち
え
の
か
み
さ
ま
　
や
す
ま
ろ
さ
ん

松
井
優
介
さ
ん
（
南
小
1
年
）

ぼ
く
が
も
し
　
や
す
ま
ろ
さ
ん
に
　
あ
え
る
な
ら

や
す
ま
ろ
さ
ん
と
　
あ
い
す
を
た
べ
る

松
川
大
朗
さ
ん
（
南
小
3
年
）

安
万
侶
さ
ん
の
生
誕
の
地
と

い
う
町
の
歴
史
と
誇
り
が
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
何
か

伝
わ
り
引
き
継
が
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
作
り
ま
し
た
。

た
昔
の
話
が
、
古
事
記
と
し

て
残
っ
て
い
る
の
に
驚
き
ま

し
た
。
短
歌
で
は
、
そ
の
気

持
ち
を
表
現
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

優
秀
賞（
小
学
生
の
部
）

　

田
原
本
町
が
ず
っ
と
豊
か

で
あ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

し
た
。
昔
の
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
田
原
本
が
好
き
で
、

小
西
悠
太
さ
ん（
北
小
5
年
）

や
す
ま
ろ
さ
ん
　あ
な
た
の
古
事
記
　
受
け
つ
い
で

　
今
日
も
豊
か
な
　
田
原
本
町

や
す
ま
ろ
さ
ん
の
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
て
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
れ

ば
、
参
加
し
た
い
で
す
。

優
秀
賞（
小
学
生
の
部
）

こ
じ
き
よ
む
　や
す
ま
ろ
さ
ん
の
　ふ
る
さ
と
で

　
時
代
を
こ
え
て
　
心
に
ひ
び
く

植
田
麻
香
さ
ん（
田
原
本
小
5
年
）

　

や
す
ま
ろ
さ
ん
が
古
事
記

を
書
い
て
1
3
0
0
年
経
っ

て
も
多
く
の
人
に
読
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
す
ご
い
と
思
い

ま
す
。
や
す
ま
ろ
さ
ん
の
出

身
が
田
原
本
だ
と
知
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
気

持
ち
を
短
歌
に
し
ま
し
た
。
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法
を
定
め
る
条
例

◇
田
原
本
町
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の

配
置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例

◇
田
原
本
町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例

◇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◇
田
原
本
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
田
原
本
町
道
路
附
属
物
自
動
車
駐
車
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
田
原
本
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◇
田
原
本
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◇
田
原
本
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◇
田
原
本
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

予
算
の
補
正

◇
平
成
24
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）

◇
平
成
24
年
度
田
原
本
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

人
事

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
に
つ
き
議
会

条
例
等
の
制
定
・
改
正

◇
田
原
本
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

◇
田
原
本
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

◇
田
原
本
町
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を

定
め
る
条
例

◇
田
原
本
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要

な
町
道
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

◇
田
原
本
町
町
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸

の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
つ
い
て

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選

任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◇
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会

の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
他

◇
山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

◇
山
辺
広
域
行
政
事
務
組
合
の
財
産
処
分
に

つ
い
て

意
見
書
の
提
出

◇
防
災
・
減
災
体
制
再
構
築
推
進
基
本
法（
防

災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
本
法
）
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

一
般
質
問

　
12
月
4
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
5

人
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
理
事
者
の
考
え
を

た
だ
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
さ
れ
た
議
員 

　

竹
邑
利
文
（
無
所
属
）

　

西
川
六
男
（
無
所
属
）

　

吉
田
容
工
（
日
本
共
産
党
）

　

森
井
基
容
（
無
所
属
）

　

松
本
美
也
子
（
公
明
党
）

平成 24 年第 4 回定例会

議会
だより

平
成
24
年
田
原
本
町
議
会「
第
４
回
定
例
会
」

が
12
月
3
日
か
ら
7
日
ま
で
５
日
間
の
日
程

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
12
月
3
日
に
は
寺
田
町
長
が
提

出
議
案
に
つ
い
て
説
明
。
会
期
中
、
各
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
、
12
月
7

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

議
決
事
項

 

　
会
期
中
に
審
議
、
議
決
さ
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案

専
決
処
分
の
報
告

◇
平
成
24
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
5
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告

▲提出議案の説明をする寺田町長
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田
原
本
消
防
団

出
初
式

　
皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
消

防
・
防
災
活
動
に
努
め
て
い
る
田
原
本
消
防

団
が
、
分
列
行
進
や
放
水
演
習
を
行
い
ま
す
。

中
央
体
育
館

場
所

1
月

12
日
㈯
午
前
8
時
～

日
時

磯
城
消
防
署

☎
33
・
2
4
6
1

中
央
体
育
館（
生
涯
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）

☎
33
・
5
8
8
2

第
27
回
田
原
本
町
民
駅
伝
大
会

2
月

17
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

開
催
日

健
民
運
動
場

集
　
合

参
加
資
格

　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

チ
ー
ム
編
成

　

監
督
・
補
欠
を
含
め
て
1
チ
ー
ム
7
人
以

内
と
し
、
監
督
は
選
手
を
兼
ね
て
も
よ
い
。

日
程

受
　
付　

午
前
8
時
30
分
～
8
時
45
分

開
会
式　

午
前
9
時

ス
タ
ー
ト　

午
前
9
時
30
分

表
彰
式
・
閉
会
式　

競
技
終
了
後

表
彰

　

各
部
ご
と
の
1
～
3
位
に
賞
状
と
メ
ダ
ル

を
、
第
1
部
に
限
り
4
～
6
位
に
賞
状
を
授

与
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

中
央
体
育
館
（
生
涯
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
2
月
3
日
㈰
午
後
5
時
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
止
決
定

　

小
雨
決
行
。
午
前
7
時
30
分
に
決
定
し
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
申

込
時
に
各
チ
ー
ム
に
駐
車
券
を
配
布
し
ま
す
。

駐
車
券
が
な
い
と
駐
車
場
に
車
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

町
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
豚
汁
な
ど
の
振

る
舞
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

健民運動場

中央体育館駐車場

旧志貴高等学校●
　　　ながめの丘●

●ひょうたん
広場

北

法条橋

寺内北橋

寺内橋

法貴寺大橋

海上橋

天王橋

池

平田橋

大平橋

1 区（第 1 部以外）
1 区（第 1 部）・3 区・5 区
2 区・4 区

中央体育館周辺特設コース

部 部門 区間距離

第 1 部
小学生の部

（小学 4 ～
6 年生）

1 区（3km）2 区（2km）
3 区（3km）4 区（2km）
5 区（3km）合計 13km

第 2 部 中学生の部 1 区（5km）2 区（2km）
3 区（3km）4 区（2km）
5 区（3km）合計 15km

第 3 部 高校生の部
第 4 部 一般の部

※各部門男女別
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たわらもとウォッチング
まちのできごとを紹介します

たわらもとウォッチング
まちのできごとを紹介します

　
昭
和
38
年
に
設
立
さ
れ
た
北
幼
稚
園
は
、

昨
年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
、
12
月
8
日
、
北
小
学
校
体
育
館

で
「
創
立
50
周
年
を
祝
う
会
」
が
行
わ
れ
、

園
児
と
そ
の
保
護
者
た
ち
が
参
加
し
ま
し

た
。
北
幼
稚
園
の
50
年
の
軌
跡
を
、
ス
ラ
イ

ド
上
映
で
振
り
返
っ
た
後
、
園
児
た
ち
が
、

一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
演
技
を
披
露
。
保

護
者
た
ち
は
、
堂
々
と
演
技
す
る
姿
に
目
を

細
め
な
が
ら
、カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
た
北
中
学
校
吹
奏

楽
部
が
、
園
児
た
ち
に
馴
染
み
の
あ
る
曲
を

演
奏
し
、
最
後
は
参
加
者
全
員
で
園
歌
を
斉

唱
し
、50
年
の
節
目
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

北
幼
稚
園
創
立
50
周
年
を
祝
う
会

練
習
し
て
き
た
演
技
を
、
園
児
た
ち
が
堂
々
と
披
露

12
8

12

5

4

6

1年中児の合唱2年少児のリズム遊び3年長児の樽太
鼓演奏4北中学校吹奏楽部による演奏5わが子の演技に
笑顔が6最後に参加者全員で園歌を斉唱

3

農
業
祭
＆
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア

地
産
地
消
で
地
域
を
応
援
！

11
23～

2

34

1

1ポン菓子も甘酒も大好き2季節の花々を購入3生産
者から味間いもの特長を聞く4音楽の演奏イベントも

　

11
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
川
東
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
農
業
祭
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
産
地
消
の
拡
大
と
農
業
の

振
興
を
目
指
し
て
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
3

回
目
と
な
る
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
川
東

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
催
の
オ
ー
タ
ム
フ
ェ

ア
と
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
農
産
物
の
販
売
や
模
擬
店
の

出
店
、音
楽
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ポ
ン
菓
子
や
町
特
産
の
味
間
い
も
が

入
っ
た
豚
汁
が
、
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
地
元
産
の
新
鮮
な

野
菜
を
購
入
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物

を
味
わ
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
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▲根木さんの話を真剣に聞く生徒たち

　

11
月
19
日
、
田
原
本
中
学
校
で
、
根
木
慎

志
さ
ん
（
2
0
0
0
年
シ
ド
ニ
ー
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
主
将
）

が
「
障
が
い
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

根
木
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
用
い

て
、
障
が
い
が
作
ら
れ
る
原
因
と
、
な
く
す

方
法
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、「
障
が
い
は
人
が
作
り
出
し
て

い
る
の
だ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
で
も
そ
れ
を

人
の
手
で
な
く
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
み
ん

な
が
生
き
て
い
く
の
に
困
ら
な
い
よ
う
に
考

え
、
行
動
し
よ
う
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

根
木
慎
志
さ
ん
が
「
障
が
い
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

障
が
い
を
作
る
の
も
な
く
す
の
も
人
。
み
ん
な
が
行
動
を

11
19

　

11
月
11
日
、「
第
37
回
田
原
本
子
ど
も
カ

ー
ニ
バ
ル
」
が
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

２
７
８
人
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
絆
」
を
テ
ー
マ
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン

キ
ン
グ
式
の
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も

会
連
絡
協
議
会
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
写

真
を
使
っ
た
フ
ォ
ト
ア
ー
ト
を
丸
一
日
か
け

て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
、
友
情

の
「
絆
」
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
37
回
子
ど
も
カ
ー
ニ
バ
ル

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
友
情
の
絆
を
深
め
ま
し
た

11
11

▲力を合わせボールを操る

　

11
月
30
日
、
年
末
の
交
通
事
故
や
犯
罪
の

抑
止
の
推
進
を
目
的
と
し
た
「
犯
罪
・
交
通

事
故
抑
止
年
末
特
別
警
戒
隊
出
発
式
」
が
、

田
原
本
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
中
岡
伸
一
田
原
本
警
察
署
署
長

が
「
犯
罪
・
事
故
を
抑
止
し
、
地
域
の
安
全

を
守
る
た
め
に
警
戒
活
動
を
」
と
訓
示
。
南

都
銀
行
、
奈
良
中
央
信
用
金
庫
、
郵
便
局
の

女
性
職
員
か
ら
選
ば
れ
た
一
日
警
察
署
長
に

よ
る
部
隊
視
閲
の
後
、
特
別
警
戒
へ
と
出
発

し
ま
し
た
。
同
時
に
、
田
原
本
警
察
署
前
で

は
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
末
特
別
警
戒
隊
出
発
式

犯
罪
・
事
故
を
抑
止
し
安
心
な
生
活
を

11
30

▲警察署前で安全運転を呼びかける

　

12
月
11
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
男
性
の
料

理
教
室
が
開
催
さ
れ
、
18
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
教
室
は
、
男
性
の
食
の
自
立
を
目

指
し
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
よ
っ
て

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
料

理
と
し
て
、
パ
エ
リ
ア
、
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、

デ
ザ
ー
ト
の
4
品
を
作
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
に
は
普
段
料
理
を
し
て
い
な
い
人
も
い

ま
し
た
が
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
員
の

指
導
の
も
と
、
手
際
よ
く
料
理
を
作
り
上
げ

ま
し
た
。

男
性
の
料
理
教
室

食
の
自
立
を
目
指
し
、
手
際
よ
く
4
品
を
調
理

12
11

▲和やかな雰囲気で料理を作る
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暮
ら
し

life

人
権

Hum
an rights

1

※「てんいち」とは、てん（英語の 10）と、いち（1）を合
わせて 1

てんいち

1（毎月 11 日は人権を確かめあう日）という意味です。

2 3 4

住民保険課☎ 34-2087

「
劇
場
型
勧
誘
」
の
手
口
（
典
型
例
）

❶
販
売
会
社
Ａ
社
か
ら
権
利
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
申
込
書
が
送
ら
れ
て
く
る
。

❷
勧
誘
業
者
Ｂ
社
か
ら
「
Ａ
社
の
封
筒
は
届

い
て
い
な
い
か
。
封
筒
が
届
い
た
人
し
か

購
入
で
き
な
い
。
Ａ
社
が
販
売
す
る
権
利

を
購
入
す
れ
ば
、
高
値
で
買
い
取
る
」
な

ど
と
電
話
の
勧
誘
が
あ
る
。

❸
消
費
者
は
Ａ
社
に
電
話
を
し
て
権
利
の
購

入
を
申
し
込
む
。

❹
Ａ
社
、
Ｂ
社
と
も
最
終
的
に
は
連
絡
が
取

れ
な
く
な
り
、
権
利
証
券
も
ど
き
だ
け
が

消
費
者
の
手
元
に
残
る
。

劇
場
型
勧
誘
と
は
、
複
数
の
人
や
業
者
が

演
劇
の
よ
う
に
仕
立
て
あ
げ
る
勧
誘

　

消
費
者
は
、
最
初
、
Ｂ
社
の
話
を
信
用
し

な
い
が
、
何
度
も
「
価
値
が
あ
る
の
で
高
値

で
買
い
取
る
」
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
複
数
の

会
社
か
ら
「
価
値
が
あ
る
の
で
買
い
取
る
」

「
Ａ
社
は
信
頼
で
き
る
」
と
言
わ
れ
る
と
信

用
し
て
お
金
を
払
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
複
数
の
人
や
業
者
が
登
場
し
、

さ
も
演
劇
の
よ
う
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
勧

誘
が
「
劇
場
型
勧
誘
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

他
の
悪
質
な
勧
誘
事
例

代
理
申
請
型

　

お
金
は
代
わ
り
に
払
う
の
で
申
込
さ
え
す

　未公開株や怪しい社債、ファンド、更には金融商品とも言えないよう
な「怪しい権利取引」など、主に高齢者がターゲットとなる詐欺的なも
うけ話のトラブルが全国の消費生活センターに多く寄せられています。
　特に「買え買え詐欺」とも言える「劇場型勧誘」は手口が巧妙で、悪
質化しています。もうけ話をされてもすぐには契約せず、契約内容が正
しいかどうかを消費生活センターなどの公的機関に相談して確認するこ
とが大事です。

劇場型勧誘に気をつけて！

れ
ば
い
い
と
言
う
。

恫ど
う
か
つ喝
型

　

不
審
に
思
っ
て
、
申
込
を
や
め
よ
う
と
す

る
と
脅
し
て
く
る
。

口
座
振
込
回
避
型

　

郵
送
や
手
渡
し
で
支
払
わ
せ
る
。

根
こ
そ
ぎ
型

　

自
宅
を
担
保
に
借
金
ま
で
さ
せ
て
、
全
財

産
を
奪
い
取
ろ
う
と
す
る
。

大
事
な
財
産
を
守
る
た
め
に

自
分
が
持
っ
て
い
な
い
金
融
商
品
や
権
利

に
つ
い
て
、
買
い
取
る
か
ら
利
益
に
な
る

な
ど
と
、
他
社
と
契
約
さ
せ
よ
う
と
す
る

話
に
は
絶
対
に
耳
を
貸
さ
な
い
こ
と
。

絶
対
に
お
金
を
渡
さ
ず
に
、
す
ぐ
に
役
場

内
の
消
費
生
活
相
談
室
な
ど
公
的
な
機
関

に
相
談
す
る
こ
と
。

周
り
の
人
も
高
齢
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ

て
い
な
い
か
気
を
配
る
こ
と
。

商品やサービスに関する相談
日時　毎週火・金曜日（1 月 1
　　　日㈫・4 日㈮は休み）
　　　午前 10 時～午後 3 時
場所　町役場 1 階 103 相談室
　　　（☎内線 174）
担当　消費生活専門相談員
相談方法　面談・電話

消費生活相談

買え買え詐欺
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健
康

Health

国保中央病院☎ 32-8800

22

院内ボランティアを募集

　

当
院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容

本
館
（
外
来
部
門
）
で
の
活
動

正
面
玄
関
で
の
患
者
さ
ん
の
見
守
り

車
い
す
利
用
患
者
さ
ん
の
援
助

入
院
患
者
さ
ん
の
荷
物
持
ち

な
ど　

緩
和
病
棟
で
の
活
動

リ
ビ
ン
グ
で
の
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
毎
週

金
曜
日
）

書
庫
の
整
理

花
瓶
の
花
や
水
の
交
換　

庭
の
手
入
れ
、
花
の
植
え
替
え
、
野
菜
の

栽
培
な
ど
（
季
節
ご
と
）

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い

な
ど

　
病
院
内
で
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
、

患
者
さ
ん
が
良
好
な
環
境
の
も
と
で
安
心
し

て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
や
さ
し
く

温
か
な
雰
囲
気
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

あなたの力で、
院内の雰囲気づくりを

▲院内で行うクリスマス会など
のイベントの準備を手伝う。

　ボランティアの会「ひまわり」には、
27 人の方が登録されており、ボラン
ティア活動をしています。
　私たちと一緒に活動しませんか。女
性の方はもちろん、男性の方も大歓迎

です。興味をもたれた
方、ぜひご連絡くだ
さい。

ボランティアを代表して一言！

教
育

 Education

　

中
学
３
年
生
の
作
文
か
ら
、「
今
、
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
一
部
抜
粋

と
要
約
で
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

私
は
手
話
検
定
５
級
の
資
格
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
本
当
の
視
覚

障
害
者
の
方
と
会
っ
て
話
し
た
り
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
手
話

と
い
う
も
の
を
勉
強
し
て
、
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
会
っ
て
話
す
こ

と
の
大
切
さ
」
で
す
。
手
話
は
、
手
の
動

き
だ
け
で
は
な
く
、
顔
の
表
情
な
ど
も
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
の
時
代
、
わ
ざ

わ
ざ
会
わ
な
く
て
も
、
メ
ー
ル
と
い
う
便

利
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
一
言
を
文
字
で
相
手

に
送
っ
て
も
、
う
れ
し
く
て
「
あ
り
が
と

う
」
な
の
か
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
「
あ

り
が
と
う
」
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
相
手
に
伝
え

る
の
は
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
思
い
を
文
字
に
し
て
伝
え
る

よ
り
、会
っ
て
相
手
の
前
で
考
え
な
が
ら
、

表
情
に
出
し
な
が
ら
伝
え
る
方
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
会
っ
て
初
め
て
使
え
る
表

情
。
私
は
表
情
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
人

と
も
仲
良
く
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

私
が
今
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
「
あ

き
ら
め
な
い
気
持
ち
」
で
す
。
私
は
小
さ

い
頃
か
ら「
も
う
い
い
や
」「
疲
れ
た
」「
私

に
は
無
理
」
な
ど
と
思
っ
て
、
何
を
す
る

に
も
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
私

は
運
動
が
苦
手
で
、
体
育
の
時
間
は
い
つ

も
憂
う
つ
な
の
で
す
が
、
足
の
速
い
人
の

走
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
何
事
に
も

全
力
で
取
り
組
み
、
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢

が
と
て
も
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
百
回
の
失
敗
よ
り
も
、
一
回
あ
き
ら

め
た
方
が
、
夢
を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に

も
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は
叶
え
た
い
夢
が

あ
り
ま
す
。
叶
う
可
能
性
は
ゼ
ロ
に
近
い

で
す
。
し
か
し
、
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち

を
持
っ
て
、
全
力
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
中
学
生
は
前
向
き

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、

こ
れ
ら
中
学
生
の
思
い
や
願
い
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

町青少年健全育成推進協議会事務局
（生涯教育課内）☎ 32-6193

今、大切に
していること
～ 400 字作文応募作品から～
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税
な
ど

暮
ら
し
・
環
境

年
金
・
保
険

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

ま
ち
づ
く
り

催
し
・
講
座

募
集
・
就
職

お
知
ら
せ

　

今
年
も
2
月
18
日
㈪
か
ら
所
得
税
な
ど
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　

例
年
、
期
間
終
了
間
際
に
な
る
と
会
場
は
た
い
へ
ん
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問　

桜
井
税
務
署
☎
42
・
3
5
0
1

2
月

18
日
㈪
～

3
月

15
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
告
期
間

　さらに、e-Tax（国税電子申告・納税システム
…事前に所轄税務署への届出や電子証明書の取
得・機器の購入など必要）を利用すれば、作成し
たデータを確定申告書等作成コーナーから直接電
子申告することができます。
　また所得税の電子申告は、医療費の領収書や給
与所得の源泉徴収票などの一定の第三者作成書類
の添付を省略できます。（5 年間保存）

e-Tax で電子申告を
することができます

の
申
告
の

税準
備
は
お
早
め
に

所得税の確定申告書が
国税庁のホームページで作成できます
　自宅などのパソコンから国税庁ホームページ

（ URL http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成
コーナー」に接続し、画面案内に従い必要項目を
入力すると、申告書などが作成できます。作成し
た申告書をそのまま税務署へ、送付または持参で
提出できます。（申告書は折らずに封入してくだ
さい）給与所得者や年金受給者の還付申告は、申
告期間前でもできます。
※平成 24 年分は、1 月上旬に公開される予定です。

年金受給者の事前の
所得税確定申告の相談・受付

　年金受給者の所得税申告は、次のとおり、事
前に相談し、確定申告書を提出することができ
ます。
※案内ハガキによる通知はなくなりました。

午前 9 時 30 分～正午、午後 1 時～ 3 時 30 分

2 月 6 日㈬～ 2 月 8 日㈮

期間

町民ホール（町役場西側）

期間

年金の源泉徴収票
社会保険料などの支払金額の分かるもの
生命・地震などの保険料控除証明書
その他必要書類
認印
通帳（還付の場合）など

持ち物
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情報ホットラインワイド版田原本町からのお知らせ

税
な
ど

暮
ら
し
・
環
境

年
金
・
保
険

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

ま
ち
づ
く
り

催
し
・
講
座

募
集
・
就
職

お
知
ら
せ

個人住民税の特別徴収の流れ

従業員
（給与所得者）

❹給与の支払いの際、
税額を徴収（6 月から
翌年の 5 月まで毎月
の給料支給日）

❸特別徴収税額の通知
（5 月 31 日まで）

❶給与支払報告書の提出
（1 月 31 日まで）

❸特別徴収税額の通知
（5 月 31 日まで）

❺税額の納入
（翌月 10 日まで）

事業主
（給与支払者）

❷税額の計算

町役場

事
業
主
の
皆
さ
ん

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

1
月
31
日
㈭
ま
で
に
平
成
25
年
度
（
平
成
24
年
中
）
の
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

期
限
内
に
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

　

平
成
25
年
度
（
平
成
24
年
中
）
の
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
1
月
31
日
㈭
で

す
。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
完
全
実
施
を

　

町
で
は
、
地
方
税
法
の
趣
旨
に
基
づ
く
適

切
な
課
税
と
徴
収
を
行
う
た
め
、
個
人
住
民

税
（
町
県
民
税
）
の
特
別
徴
収
（
給
与
天
引

き
）
の
完
全
実
施
を
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
働

き
か
け
て
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
個
人
の

前
年
の
所
得
に
対
し
て
か
か
る
税
金
を
事
業

主
（
給
与
支
払
者
）
が
毎
月
の
従
業
員
の
給

与
か
ら
差
し
引
き
、
翌
月
の
納
期
限
ま
で
に

町
に
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
第
3
2
1
条
の
3
な
ど
の
規
定

に
よ
り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る

事
業
主
は
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
も
特
別

徴
収
義
務
者
と
し
て
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
、
役
員
な
ど
を
含
む
す
べ
て
の
従
業
員
に

対
し
て
特
別
徴
収
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
事
業
主
や
従
業
員
の
意
思
に
よ
る
徴
収
方

法
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
従
業
員
が
常
時
10
人
未
満
の
事
業

主
に
は
、
申
請
に
よ
り
納
期
を
年
2
回
と
す

る
制
度
（
納
期
特
例
）
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
法
令
に
基
づ
く

適
正
な
特
別
徴
収
の
実
施
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問　

税
務
課
課
税
第
一
係

　
　

☎
34
・
2
1
1
2

　次の変更点は、平成
25 年１月１日以後に
支払われるべき退職所
得から適用されます。
問　税務課課税第一係
　　☎ 34-2112

退職所得にかかる住民税の
計算方法が変わります

退職所得にかかる 10％税額控除が廃止されます

　平成 24 年８月号でお伝えしたとおり、退職所得にかかる町
県民税（住民税）は、本来退職所得にかかる町県民税（住民税）
の所得割の額から税額の 10％を控除する仕組みとなっていま
したが、この 10％税額控除が廃止されることとなりました。

「役員退職手当等」に対する２分の１課税が廃止されます

　勤続年数が５年以下の法人役員などが支払いを受ける「役員
退職手当等」に対する退職所得の課税方法について、退職所得
控除額を控除した残額の２分の１とする措置が廃止されます。
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催
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・
就
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お
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ら
せ

施　設　名 開始日

町役場
休業中の戸籍の届出は管理
室（町役場西側玄関左）へ）

1月 4日㈮

浄水場（上下水道部）
休業中の漏水などの連絡は
☎ 32-2516 へ。

1月 4日㈮

保健センター
磯城休日応急診療所などの
業務案内は本紙 32 ページ。

1月 4日㈮

施　設　名 開始日

青垣生涯学習センター
（公民館、図書館、弥生
の里ホール、唐古・鍵考
古学ミュージアム）

1月 5日㈯

ふれあいセンター 1月 5日㈯

さわやか交流センター 1月 5日㈯

中央体育館、健民運動場
中央体育館庭球場
第一体育館、第二体育館

1月 5日㈯

施　設　名 開始日
すこやかひろば 1月 7日㈪
老人福祉センター 1月 5日㈯
町民ホール 1月 5日㈯
イベント広場
　コミュニティホール
　屋外ステージ

1月 5日㈯

えのき広場グラウンドゴ
ルフ場

1月 2日㈬

笠縫駅前自転車駐車場 1月 4日㈮
田原本駅前自転車駐車場 年中無休

特
定
健
診
の
締
切
間
近
！

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

ま
し
ょ
う
。

　
対
象
と
な
る
人
に
、
平
成
24
年
5
月
末
に

受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
受

診
し
て
い
な
い
人
は
今
月
中
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係

　
　
☎
34
・
2
0
9
7

　
確
定
申
告
な
ど
の
た
め
に
国
保
税
の
納
付

済
み
額
を
知
り
た
い
場
合
、
住
民
保
険
課
国

保
医
療
・
年
金
係
で
、
平
成
24
年
1
月
か
ら

12
月
に
納
付
し
た
額
を
記
載
し
た
「
国
民
健

康
保
険
税
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」
を
お
渡
し

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
被
保
険
者
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
で
き
る
も
の

注
意確

定
申
告
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
に
は
、

国
保
税
の
納
付
証
明
書
を
添
付
す
る
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
お
知
ら
せ
も
納
付

を
証
明
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
24
年
12
月
下
旬
に
納
付
し
平
成
25
年

1
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
を
受
け
取
り
に
来

る
場
合
、
12
月
下
旬
の
納
付
が
確
認
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

人
は
、12
月
下
旬
に
納
付
し
た
領
収
書（
口

座
振
替
の
場
合
は
引
き
落
と
し
が
記
載
さ

れ
た
通
帳
）
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
持

ち
に
な
ら
な
い
と
、
そ
の
納
付
分
の
額
を

お
知
ら
せ
に
含
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係

　
　
☎
34
・
2
0
9
7

　
実
施
期
間
が
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
や
飲
酒
、
喫
煙
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
が
影
響
し
て
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
活
用
し
て
、
早
い
段
階
で
生

活
習
慣
病
の
発
症
要
因
を
見
つ
け
て
予
防
し

必
要
な
人
に
窓
口
で

お
渡
し
し
ま
す

国
保
税
の
納
付
額
の
お
知
ら
せ

　特定健康診査を受診した人には受診日の約 2 ヵ月後
に結果通知表を送付します。（医療機関からの報告時期
の関係で 2 ヵ月以上かかる場合があります）
　健診の結果、生活習慣の見直しが必要な人には保健指
導が実施されます。改善の必要性が高い人から順に、積
極的支援・動機づけ支援の対象です。「特定保健指導の
ご案内」を健診結果とともに送付しますので、ぜひ参加
してください。

期間

1 月 31 日㈭まで
場所

町内または県内の健診実施機関

費用

500 円
健診結果の送付

　医療機関に健診日時を確認のうえ、受診券、質問票、
被保険者証を持って受診してください。受診券がない場
合は、住民保険課国保医療・年金係へお問い合わせくだ
さい。

受診方法
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年始のごみ収集開始日

ごみの持ち込み

受付開始日　1 月 4 日㈮

始動日　1 月 4 日㈮

自動交付機（住民票・印鑑証明書）

動物愛護センター（宇陀市）
☎ 0745-83-2631

犬の捕獲、犬・猫の引き取り

開始日　1 月 7 日㈪

もえるごみ 1月     7日㈪

古新聞・紙パック 1月11日㈮

もえるごみの収集日が月・木曜日の地域

もえるごみ 1月        4日㈮

古新聞・紙パック 1月        9日㈬

もえるごみの収集日が火・金曜日の地域

　生活に関連する業務の
開始日や、町役場・関係
施設の業務開始日を掲載
しています。お間違えの
ないようご注意ください。

年 始 の
業務案内

　
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
や

脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
被
保
険
者
の
生
活
習
慣
病
な
ど

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の
医
学

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
、
健
康
状
態
を
継

続
的
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
健
康
を
保
持

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で

す
。

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

人
間
ド
ッ
ク

❶
～
❻
の
要
件
を
満
た
す
人

脳
ド
ッ
ク

❶
～
❸
の
要
件
を
満
た
す
人

❶
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

（
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の
前
日
ま

で
）

❷
申
請
日
時
点
で
、
過
去
1
年
間
引
き
続
き

被
保
険
者
の
資
格
が
あ
る
こ
と

❸
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

❹
受
診
す
る
年
度
に
特
定
健
康
診
査
を
受
診

し
て
い
な
い
こ
と

❺
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
特
定
健
康
診

査
・
保
健
指
導
に
利
用
す
る
こ
と
に
同
意

し
提
出
す
る
こ
と

❻
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、

当
該
指
導
を
受
け
る
こ
と

申
請
方
法

　
受
診
前
に
、
住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年

金
係
へ
助
成
金
交
付
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
ド
ッ
ク
受
診
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ

種別 助成額

人間ドック
受診料の 7 割の額（100 円未満切り捨て）
上限…20,000 円

脳ドック
受診料の 7 割の額（100 円未満切り捨て）
上限…21,000 円

人間ドック・脳ドックの費用助成額
（年度にそれぞれ 1 回のみ）

※オプションで検査した項目は、助成の対象外です。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
に
申
請
し
た
人

で
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
、

住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係
へ
請
求

に
来
て
い
な
い
人
は
3
月
31
日
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
住
民
保
険
課
国
保
医
療
・
年
金
係

　
　
☎
34
・
2
0
9
7
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期
間
3
月
15
日
ま
で

場
所
宮
古

　

町
で
は
、
快
適
な
住
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
下
水
道
工
事
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
た
び
工
事
を
行
う
区
間
と
予
定

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期
間
3
月
15
日
ま
で

場
所
笠
縫

期
間
3
月
15
日
ま
で

場
所
宮
森

期
間
3
月
15
日
ま
で

場
所
宮
古

　

工
事
期
間
中
は
、
付
近
住
民
の
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

下
水
道
課
☎
34
・
2
0
7
6

（マンホールポンプ設置工事）

（マンホールポンプ設置工事）

高
齢
社
会
に
向
け
た

地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
人
に
な
っ
て
も
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
の
し
く
み
づ
く
り
を
考
え
る

　

町
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
々

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
や
か
に
安
心
し

て
住
み
続
け
て
い
く
た
め
に
自
助
、
互
助
の

関
係
づ
く
り
や
地
域
の
支
援
体
制
の
し
く
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
間
交
流
や
絆
づ
く
り
を

通
じ
て
、
地
域
の
支
援
力
を
高
め
る
取
り
組

み
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
木
原
孝

久
さ
ん
を
、、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
行
う
8
地
域
の
代
表
者
を
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
招
き
、「
高
齢
社
会
に
向

け
た
地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
地
域
づ
く
り
の
参
考
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2 月 14 日㈭ 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

日時

町民ホール（町役場西側）

場所

コーディネーター

木原孝久さん（住民流福祉総合研究所所長）

杉本憲司さん（笠縫住宅ヒマワリの会代表幹事）
守屋廣尚さん（蔵堂ふれあいサロン代表）
市口雅章さん（小阪自治会長・地域支援員）
船井勲さん（西代民生委員・地域支援員）
中島敏夫さん（南千代自治会長・地域支援員）
辻川勝代さん（南薬王寺地域支援員）
外園宏子さん（ふれあいコスモス代表・地域支援員）
大東清人さん（西八尾自治会長）

シンポジスト

　1 月 7 日㈪～ 31 日㈭に長寿介護課へ電話または
FAX で。（☎ 34-2104 ／ FAX 33-8220）

問・申込

150 人（申込順）

定員
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情報ホットラインワイド版田原本町からのお知らせ

無 料 相 談 コ ー ナ ー
町の各施設で、さまざまな相談に応じています。

　簿記会計の相談や国税に関する一般的な税務相談
日時＝ 1 月 16 日㈬午後 1 時～ 4 時
　　　（1 人 30 分以内）
場所＝町役場 1 階 103 相談室
対象＝税理士に依頼していない人
担当＝近畿税理士会桜井支部所属の税理士
申込＝税務課課税第一係☎ 34-2112
問　近畿税理士会桜井支部（杉本幸弘税理士事務所
内）☎ 43‒4521

無料税務相談（電話予約制）

　集団生活に適応が困難な幼児、小・中学生と保護
者のための相談
日時＝毎週水・金曜日　午前 10 時～午後 4 時
場所＝青垣生涯学習センター総合事務室
担当＝社会教育指導員
問　 青垣生涯学習センター（生涯教育課）
　　☎ 32-6193

やすらぎ相談室　通常相談（予約制）

　自分の子どもや地域の青少年にかかわる悩みの相
談
日時＝毎週水・金曜日　午前 10 時～午後 4 時
場所＝青垣生涯学習センター総合事務室
担当＝社会教育指導員
問　青垣生涯学習センター（生涯教育課）
　　☎ 32-6193

青少年悩みごと相談（予約制）

　集団生活に適応が困難な幼児、小・中学生と保護
者、学級担任、関係教員のための専門的な相談
日時＝ 1 月 23 日㈬午前 10 時～午後 4 時
場所＝青垣生涯学習センター総合事務室
担当＝臨床心理士
問・予約　1 月 16 日㈬までに、 青垣生涯学習セン
ター（生涯教育課／☎ 32-6193）へ。

やすらぎ相談室　特別相談（予約制）

心配ごと相談（予約制。空きがあれば当日可）

　家庭問題、財産など生活上の悩みの相談
日時＝毎週木曜日　午後 1 時～ 4 時
　　　（3 日は休み）
場所＝社会福祉協議会２階相談室
担当＝民生児童委員ほか
問　町社会福祉協議会☎ 34-2118

　国の行政全般についての不満、要望などの相談
日時＝ 1 月 17 日㈭午後 1 時～ 4 時
場所＝町役場 2 階 201 相談室
担当＝行政相談委員
問　住民保険課☎ 34‒2087

行政相談

　人権問題に関する相談
日時＝ 1 月 17 日㈭午後 1 時～ 4 時
場所＝町役場 2 階 201 会議室
担当＝人権擁護委員
問　住民保険課☎ 34‒2087

人権相談

　住宅の新築・リフォーム（耐震化・バリアフリー）
などの相談
日時＝ 1 月 18 日㈮午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分
　　　（1 人 45 分以内）
場所＝町役場 1 階 102 会議室
対象＝町内在住者、町内に土地または家屋を所有す
る人
定員＝ 4 人（申込順）
担当＝建築士などの専門アドバイザー
問　まちづくり推進室☎ 34‒2085

住宅無料相談（予約制 ※ 空きがあれば当日可）

　弁護士による法律相談
日時＝ 1 月 17 日㈭午後 1 時～ 4 時
場所＝町役場 2 階 202 相談室
定員＝ 6 人（申込順）
問・ 申 込　1 月 4 日 ㈮ か ら、 住 民 保 険 課（ ☎
34‒2087）へ。

無料法律相談（予約制）

　弁護士による法律相談
日時＝ 2 月 1 日㈮午後 1 時～ 4 時
場所＝町役場 2 階 202 相談室
相談時間＝ 1 人 30 分程度
問・申込＝ 1 月 25 日㈮午前 9 時 30 分から、奈良
弁護士会（☎ 0742-22-2035）へ。中南和各地で
も相談を実施していますので、詳細はお問い合わせ
ください。

中南和法律相談センター（予約制）

広報1月.indd   23 12/12/20   11:57
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情報ホットライン
田原本町からのおしらせ

情報ホットライン
田原本町からのおしらせ

税
な
ど

暮
ら
し
・
環
境

年
金
・
保
険

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

ま
ち
づ
く
り

催
し
・
講
座

募
集
・
就
職

お
知
ら
せ

←
　
広
　
　
告
　
←

暮
ら
し
・
環
境

町
指
定
ご
み
袋
の
色
落
ち
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

現
在
販
売
し
て
い
る
田
原
本
町
指
定
ご
み

袋
に
は
黄
色
の
着
色
を
施
し
て
い
ま
す
。

　

取
扱
上
の
注
意
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
摩
擦
に
よ
り
塗
料
が
落
ち
て
衣
類
に

付
着
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
の
際
は
、
こ
す
ら
な
い
よ
う
に
し
て

ご
使
用
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　

清
掃
工
場
（
環
境
管
理
課
）

　
　

☎
33
・
5
0
0
3

年
金
・
保
険

農
業
者
年
金

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
老
後
の
備
え
は
万
全

で
す
か
？　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者

の
生
活
の
安
定
・
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
併

せ
て
農
業
者
を
確
保
す
る
と
い
う
農
業
政
策

上
の
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
1
月
1
日
か
ら
新
制
度
が
施
行

さ
れ
、
加
入
者
数
に
左
右
さ
れ
な
い
積
立
方

式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
心
・
ゆ
と
り
の
老

後
の
た
め
に
、
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
作
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
人

▼
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

❶
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式
の
年
金

❷
保
険
料
は
月
額
2
万
円
〜
6
万
7
0
0
0

円　
（
範
囲
内
で
1
0
0
0
円
単
位
で
自

由
に
選
択
で
き
ま
す
）

❸
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料

控
除

❹
80
歳
ま
で
の
保
証
が
つ
い
た
終
身
年
金

※
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
各
支
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

農
業
委
員
会
事
務
局（
産
業
観
光
課
内
）

　
　

☎
34
・
2
0
8
0

健
康
・
福
祉

♥小
・
中
学
生
の
入
院
医
療
費
を

助
成
し
て
い
ま
す

対
象　

診
療
日
に
お
い
て
、
田
原
本
町
に
住

所
が
あ
る
小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
平
成
22
年
８
月
診
療
分
か
ら
、

中
学
生
は
平
成
23
年
４
月
診
療
分
か
ら
、

入
院
医
療
費
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

助
成
額

入
院
期
間
が
14
日
未
満
の
場
合

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額
か
ら

5
0
0
円
を
差
し
引
い
た
額

入
院
期
間
が
14
日
以
上
の
場
合

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額
か
ら

1
0
0
0
円
を
差
し
引
い
た
額

※
1
ヵ
月
、
1
医
療
機
関
ご
と
の
助
成
額
で

す
。

※
高
額
療
養
費
な
ど
、
健
康
保
険
か
ら
給
付

さ
れ
る
額
を
自
己
負
担
額
か
ら
除
き
ま
す
。

問　

住
民
保
険
課
福
祉
医
療
係

　
　

☎
34
・
2
0
9
6

子
育
て
・
教
育

1
月
4
日
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桜
井
内

に
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン

　

子
育
て
し
な
が
ら
働
き
た
い
人
を
応
援
・

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。「
育
児
や
家
庭
と
両
立

で
き
る
仕
事
を
探
し
た
い
」「
今
は
子
育
て

真
っ
最
中
。
で
も
働
く
前
か
ら
情
報
収
集
し

て
お
き
た
い
」「
出
産
・
育
児
を
機
に
退
職

し
た
け
ど
、
そ
ろ
そ
ろ
再
就
職
し
た
い
」
な

ど
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
ま
す
。

専
用
ス
ペ
ー
ス
で
気
兼
ね
な
く
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
相
談
で
き
ま
す
。

予
約
制
・
担
当
者
制
で
じ
っ
く
り
と
相
談

で
き
ま
す
。

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
・
授
乳
室
が
あ
り
ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桜
井　

職
業
相
談
部
門

→
　
広
　
　
告
　
→
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☎ 0744・32・2901
町役場の代表電話番号

☎ 0744-32-2901
町役場の代表電話番号

税
な
ど

暮
ら
し
・
環
境

年
金
・
保
険

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

ま
ち
づ
く
り

催
し
・
講
座

募
集
・
就
職

お
知
ら
せ

納期限 1月31日㈭
種 類 町県民税（第 4期分）

国民健康保険税（第 7期分）
介護保険料（第 7期分）
後期高齢者医療保険料（第 7期分）

場所 町役場税務課

日時 1 月 24 日㈭・31日㈭、2月 7日㈭
午後 5時 15分～ 9時

　平日仕事などで忙しく町税（介護保険料・後期
高齢者医療保険料も含む）を納めることができな
い人のために、夜間に納付（相談）窓口を開設し
ていますので、ぜひご利用ください。

問　税務課徴収収納係☎ 34-2111

1 月の納付（普通徴収分）

夜間の納付（相談）窓口開設

　この制度を利用すると、指定した金融機関
の口座から自動的に振り替えて納付されます。
納め忘れがなく、現金を持ち歩く必要もない
ため、安全で便利です。
　利用手続きは、納期限の 1ヵ月前までに
してください。
※口座振替（自動払込）制度による納付の
場合は、領収書は発行していません。引き
落としの確認は、通帳の記帳によりお願い
します。なお、車検のある軽自動車税につ
いては、「継続検査用証明書」を送付します。

安全で便利な
口座振替（自動払込）制度

　
　

☎
45
・
0
1
1
2

催
し
・
講
座

考
古
学
実
践
講
座
受
講
生
募
集

大
和
の
弥
生
集
落
研
究
最
前
線
！

　

弥
生
時
代
に
営
ま
れ
た
遺
跡
の
最
新
情
報

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

１
月
26
日
㈯
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

場
所　

公
民
館
1
階
視
聴
覚
室

　
　
　
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

演
題　

平
城
京
下
層
に
眠
る
弥
生
集
落

講
師　

秋
山
成
人
さ
ん
（
奈
良
市
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー
主
任
）　

定
員　

80
人
（
申
込
不
要
）

受
講
料　

無
料

※
次
回
の
講
座
は
、
2
月
23
日
㈯
「
矢
田
丘

陵
周
辺
の
弥
生
集
落
」
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問　

唐
古
・
鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　

☎
34
・
７
１
０
０

国
際
交
流
講
座
パ
ー
ト
①

ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス

日
時　

1
月
27
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

場
所　

公
民
館
調
理
室

　
　
　
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

内
容　

英
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
い
し

い
ア
メ
リ
カ
の
デ
ザ
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

講
師　

ジ
ョ
ン
・
ト
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ん

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

問
・
申
込　

公
民
館
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
）　

☎
32
・
6
1
9
1

親
子
で
星
を
見
る
会
（
冬
の
星
座
）

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
親
子
で
星
空
を
眺

め
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
を
育
む
機
会
に
な

る
こ
と
を
願
い
、「
星
を
見
る
会
（
冬
の
星

座
）」
を
開
き
ま
す
。

日
時　

2
月
16
㈯

　
　
　

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
45
分

　
　　
（
受
付
…
午
後
6
時
）

場
所　

公
民
館
研
修
室
・
駐
車
場

　
　
　
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

※
雨
天
の
場
合
は
屋
内

内
容　

冬
の
星
座
や
星
の
観
察
と
説
明

　
　
　
（
天
候
に
よ
り
内
容
を
一
部
変
更
）

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

定
員　

25
組
（
先
着
順
・
上
限
54
人
）

費
用　

無
料

問
・
申
込
　
１
月
16
日
㈬
か
ら
、
生
涯
教
育

課
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
／
月
曜
日

は
休
み
。
2
月
11
日
㈪
は
開
館
、
翌
日
休
み

／
☎
32
・
9
1
9
3
）
へ
。

1 月 14 日㈪「成人の日」は、
もえるごみの特別収集を行います

　もえるごみの収集日が月・木曜日の自治会は、
午前 8時 30分までに所定の集積場へごみを出し
てください。
※ごみを清掃工場へ持ち込めます
時間　午後 1時～ 4時
費用　10kg につき 50円（家庭ごみ）
　　　※ 10㎏未満は 10㎏とみなします。
問　清掃工場（環境管理課）☎ 33-5003
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催
し
・
講
座

理
科
大
好
き
教
室

　

楽
し
い
理
科
工
作
で
科
学
を
体
験
し
よ
う
。

日
時　

2
月
9
日
㈯
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

場
所　

公
民
館
美
術
室

　
　
　
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

内
容　

電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
製
作　
　
　

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生

定
員　

20
人
（
保
護
者
の
見
学
可
能
）

参
加
費　

3
0
0
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
用
の
袋

申
込
方
法　

2
月
1
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
の
裏
面
に
、学
校
名
・

学
年
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
面
に
応
募

者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
。（
応

募
は
1
人
1
枚
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

2
月
上
旬
に
返
信
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
）

問
・
申
込
先　

〒
6
3
6
・
0
2
4
7
田
原

本
町
阪
手
2
3
3
の
1　

 

田
原
本
青
垣
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
生
涯
教
育
課
「
理
科
大
好

き
教
室
」
☎
32
・
6
1
9
3

難
聴
者
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

聴
こ
え
の
不
自
由
さ
に
困
っ
て
い
る
中
途

失
聴
・
難
聴
者
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
は
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▶ふれあい朝市運営委員会事務局（ＪＡならけん川東支店）
☎ 32-2181　▶産業観光課農政係☎ 34-2080

　新鮮な野菜や果物、花キ類などを販売しています。
ご近所お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

売り切れ
次第終了

1月26日 （毎月第 4 土曜日）午前 8 時 30 分～日時

田原本駅前広場（近鉄田原本駅西口） 場所

ふれあ
い 朝  市

日
時　

1
月
20
日
㈰
午
後
1
時
～
4
時

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

　
　
　
（
津
島
神
社
西
側
）

内
容　

福
祉
機
器
体
験
と
交
流
会

対
象　

難
聴
者
と
そ
の
家
族
や
関
係
者

※
参
加
費
無
料
。
申
込
不
要
。

問
　
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会
（
会
長
・

出
口
明
子

FAX
0
7
4
3
・
66
・
0
8
4
7
）、

O
H
P
田
原
本
（
代
表
・
伊
福
恒
子
☎
・

FAX

32
・
3
0
9
0
）

上
級
救
命
講
習
会

　

命
を
救
う
た
め
に
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、

ま
た
心
臓
へ
の
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）

を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
般

の
人
が
A
E
D
と
い
う
機
器
を
用
い
て
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

磯
城
消
防
署
で
は
、
定
期
的
に
実
施
し
て

い
る
普
通
救
命
講
習
会
に
加
え
、
2
月
は
、

高
度
な
知
識
を
学
ぶ
上
級
救
命
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
24
日
㈰

　
　
　

午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時
30
分

場
所　

磯
城
消
防
署

内
容　

上
級
救
命
講
習
（
A
E
D
取
扱
い
と

心
肺
そ
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
・
外
傷
の
手

当
な
ど
）

受
講
料　

無
料

問
・
申
込　

磯
城
消
防
署
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
33
・
2
4
6
1

給
与
な
ど　

15
万
2
6
0
0
円
（
月
額
）

※
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ

の
条
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。（
社

会
保
険
・
労
災
保
険
制
度
な
ど
あ
り
）

採
用
方
法
　
面
接
と
書
類
選
考
に
よ
り
採
用

を
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

面
接
日　

2
月
13
日
㈬

受
付
期
間　

1
月
28
日
㈪
～
2
月
8
日
㈮
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

清
掃
工
場
（
環
境
管
理
課
）
へ

本
人
が
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

清
掃
工
場
（
環
境
管
理
課
）

　
　

☎
33
・
５
０
０
３

国
保
中
央
病
院
（
事
務
員
）

対
象　

平
成
元
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ

福
祉
作
業
所
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

　

田
原
本
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、
地

域
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
作
業
生
が
無
農

薬
茶
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

日
時　

1
月
31
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

問
・
場
所　

田
原
本
町
福
祉
作
業
所
☎
33
・

5
8
2
4
（
千
代
1
2
2
1
の
1
）

募
集
・
就
職

臨
時
職
員
（
清
掃
工
場
）

業務
内容

募集
人数

勤務時間

一般廃棄物
の収集運搬
業務

若干名
午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分

一般廃棄物
の焼却業務

若干名

午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分／
午後 0 時 45 分～
9 時 30 分の二交
代制

任
用
資
格　

18
歳
以
上
（
平
成
25
年
4
月
1

日
現
在
）
で
、
職
務
遂
行
に
耐
え
ら
れ
る
体

力
と
一
般
常
識
を
有
す
る
人

任
用
期
間　

平
成
25
年
4
月
2
日
～

　
　
　
　
　

平
成
26
年
3
月
31
日
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　広く行政情報を公開し、事務事業の執行の透明性を確保する一環とし
て、工事などの入札結果をお知らせします。

入札結果を公表します
問　契約検査課☎ 34-2108
■物品製造等入札結果 （単位：円／消費税込み）

落札日 件             名 落札金額                    落札業者
11 月 5 日 浄化センター焼却設備等ファン整備業務 2,205,000 ㈱晃成機設
11 月 5 日 ４成分分析計保守点検業務委託 1,680,000 ㈱洋構社

11 月 19 日 田原本町埋蔵文化財管理システム構築業務・データ移管業務
172,410

（1 か月あたりのリース料および保守料）
早稲田システム開
発㈱

11 月 19 日 HCL 計保守点検業務委託 1,890,000 ㈱洋構社

■建設工事入札結果 （単位：円）

落札日 所轄課 工  事  名 場 所 落札業者 予定価格 落札金額
参加

業者数
11 月 12 日 生涯教育課 中央体育館改修工事 平田 46 番地地内 中止

11 月 13 日 総合政策課
唐古・鍵遺跡整備事業（第 2 期水路整
備工事）

鍵地内 吉井土木 12,163,200 10,791,900 20

11 月 13 日 生涯教育課
田原本青垣生涯学習センター駐車場造
成工事

西井上地内 中和ポンプ 11,340,000 9,870,000 20

11 月 26 日 建設課
橋梁長寿命化修繕事業　
平野橋・寺川橋補修工事

佐味～平野・秦庄
～千代地内

中止

11 月 26 日 下水道課
公共下水道事業（特）宮森・宮古マン
ホールポンプ設置工事

宮森・宮古地内
㈱第一テクノ
関西支店

20,926,500 19,077,450 7

11 月 27 日
下水道課・
水道課

公共下水道事業（公）第 24-16 号・同
工事に伴う水道管移設合冊工事

笠縫地内 ㈲吉田舗装 11,310,600 9,981,300 21

11 月 27 日
下水道課・
水道課

公共下水道事業（特）第 24-17 号・同
工事に伴う水道管移設合冊工事

宮古地内 川西造園土木 10,464,300 9,215,850 22

11 月 27 日 土木管理課 通学路安全施設設置工事 田原本町全域地内 中尾建設 2,802,450 2,404,500 6

11 月 27 日 建設課 魚町道路側溝改修工事 魚町地内
タイセイクレ
ーン工事㈱

639,450 552,300 6

■建設工事に伴う委託業務入札結果 （単位：円）

落札日 所轄課 委  託  名 場 所 落札業者 予定価格 落札金額
指名

業者数

11 月 5 日 建設課
橋梁長寿命化修繕事業設計委託業務

（中橋・神田橋・西竹田 15 号線 1 号橋）
八尾～小阪・宮古～
十六面・金剛寺地内

㈱オリエンタル
コンサルタンツ
奈良事務所

8,598,450 7,665,000 8

11 月 19 日 建設課 雨水対策事業 水路改修設計委託業務
戎町 2 丁目・3 丁目 
地内

天理技研㈱ 1,875,300 1,638,000 7

11 月 19 日 土木管理課 田原本駅前広場事後評価調査業務 殿町・幸町地内
㈱アスコ
奈良支社

2,793,000 2,730,000 7

た
人
で
大
学
卒
業
程
度
の
知
識
を
有
す
る
人

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

１
月
28
日
㈪
～
2
月
4
日
㈪
／
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
・
受
付
場
所
　

　

国
保
中
央
病
院
２
階
事
務
部
企
画
総
務
課

ま
で
履
歴
書
（
写
真
付
）
を
持
参
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
代
理
人
可
、
郵
送
不
可
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

試
験
日

▼
１
次
試
験
…
2
月
16
日
㈯
（
筆
記
試
験
）

▼
2
次
試
験
…
３
月
2
日
㈯
（
１
次
試
験
合

格
者
の
み
面
接
）

問
・
申
込
先　

国
保
中
央
病
院
企
画
総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
32
・
8
8
0
0

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

磯
城
第
一
団
隊
員
の
募
集

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
は
、
仲
間
た
ち
と
自

然
の
な
か
で
遊
び
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
び
、
よ
り
良
き
社
会
人
に
育
て
る
活

動
で
す
。
小
学
生
以
上
の
男
女
が
入
隊
で
き

ま
す
。
入
隊
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
27
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～

場
所　

公
民
館
2
階
研
修
室

　
　
　
（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

※
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
あ
り

問　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
磯
城
第
1
団（
城
戸
）

　
　

☎
32
・
0
9
9
7
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水道管の凍結にご用心
凍結防止をしよう

　寒くなると水道管の水が凍って出なくなったり、水
道管が破裂したりする事故が起こることがあります。
そこで、凍結防止の方法を紹介します。
問　上下水道部業務課☎ 32-2516

布、新聞紙など

メーターボックス上にダ
ンボールなどをのせる

保温チュー
ブや布など

はだか
水道管

熱湯はダメ！

屋外の露出管
　保温チューブや布きれを巻
いてその上からビニールなど
で防水してください。ホーム
センターなどで売っています。

メーターボックス
　 布 や 新 聞 紙 を 詰 め た り、
メーターボックスの上にダン
ボールをのせたりして保温し
てください。

凍結したら、ぬるま湯を
　水道管にタオルをかぶせ、
その上からぬるま湯をゆっく
りとかけて溶かします。その
場合、熱い湯を急にかけると、
水道管が破裂することがあり
ます。ご注意ください。

破損したら、元栓（バルブ）を閉める
　メーターボックス内の元
栓（バルブ）を閉めるか布や
テープでしっかり巻き応急
処置を行い、最寄りの町指定
給水工事店に修理を依頼し
てください。（有料）
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募
集
・
就
職

自
治
会
発
行
ニ
ュ
ー
ス
を
募
集

　

自
治
会
が
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
の

内
容
を
競
う
「
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
コ
ン
ク
ー

ル
2
0
1
2
」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
資
格

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
自
治
会

①
町
が
認
め
て
い
る
自
治
会
で
あ
る
こ
と

②
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
を
年
に
２
回
以
上
発
行

し
て
い
る
こ
と

申
込
方
法　

応
募
用
紙
と
直
近
２
回
の
自
治

会
ニ
ュ
ー
ス
（
そ
れ
ぞ
れ
６
部
）
を
添
え
て
、

申
込
先
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
提
出
し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
返
却
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
参
加
無
料

申
込
締
切　

１
月
31
日
㈭
（
消
印
有
効
）

審
査
結
果
の
発
表　

３
月
中
旬

審
査
基
準　

①
レ
イ
ア
ウ
ト　

②
見
出
し
の

表
現　

③
掲
載
記
事
の
選
択　

④
読
み
や
す

さ　

⑤
企
画
性
（
独
自
性
）
な
ど

主
催　

自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
コ
ン
ク
ー
ル
実
行

委
員
会

問
・
申
込
先
　
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
コ
ン
ク
ー

ル
実
行
委
員
会
（
〒
６
３
６
・
８
５
０
１
北

葛
城
郡
河
合
町
池
部
１
の
１
の
１
〈
河
合

町
役
場
政
策
調
整
課
内
〉
／
☎
0
7
4
5
・

57
・
０
２
０
０　

内
線
２
１
４
）

お
知
ら
せ

平
成
25
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
者
の
登
録
申
請

　

町
（
水
道
事
業
含
む
）
が
発
注
す
る
「
建

設
工
事
」「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」

「
物
品
製
造
等
」
の
競
争
入
札
に
参
加
す
る

た
め
に
は
、
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
25
年
度
分
の
追
加
受
付
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

申
請
要
領
は
、
1
月
上
旬
か
ら
契
約
検
査

課
で
配
布
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

URL 
http://w

w
w
.tow

n.taw
aram

oto.nara.
jp

）
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

資
格
の
有
効
期
間　

平
成
25
年
4
月
1
日
㈪

～
平
成
26
年
3
月
31
日
㈪

申
請
期
間　

2
月
1
日
㈮
～
12
日
㈫
午
前
9

時
～
午
後
4
時
（
土
・
日
曜
日
と
正
午
～
午

後
1
時
の
間
を
除
く
。
郵
送
の
場
合
は
、
当

日
必
着
）

※
申
請
期
間
以
外
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

申
請
期
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

契
約
検
査
課
へ
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
。

問　

契
約
検
査
課
☎ 

34
・
2
1
0
8

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

一
部
製
品
に
リ
コ
ー
ル

　

過
去
に
製
造
、
販
売
さ
れ
た
液
晶
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
製
造
事
業
者
か
ら
リ
コ

ー
ル
（
点
検
・
修
理
・
回
収
な
ど
）
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
該
当
す
る
製
品
は
、
電
源
コ

ー
ド
接
続
ソ
ケ
ッ
ト
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
電

源
コ
ー
ド
の
コ
ネ
ク
タ
ー
が
燃
え
て
、
火
事

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
対
象
製
品
を
購
入
し
た
人
は
、
直
ち

に
使
用
を
中
止
し
て
、
購
入
し
た
販
売
店
ま

た
は
製
造
事
業
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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　町と町共同募金委員会では、被災地への義援金
を次のとおり受け付けています。今後も継続的な
援助が必要ですので、ご協力をお願いします。

受付期間
　3 月 31 日㈰まで
　（各施設の休みを除く）
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
義援金の受付窓口

町共同募金委員会（町社会福祉協議会内）
募金箱の設置場所

町社会福祉協議会
ふれあいセンター

問　町共同募金委員会
　　（町社会福祉協議会内）☎ 34-2118

町共同募金委員会（町社会福祉協議会内）

　この義援金は、奈良県共同募金会を通じて、中
央共同募金会に送金され、被災者支援のために使
われます。

うち、11 月分…124,900 円
累計金額…2,728,013 円

町役場

設置期間
　3 月 31 日㈰まで
　（各施設の休みを除く）
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
義援金の受付窓口

健康福祉課（町役場 1 階）　
募金箱の設置場所

健康福祉課（町役場 1 階）　
生涯教育課（青垣生涯学習センター内）
図書館（青垣生涯学習センター内）
保健センター
ふれあいセンター

問　健康福祉課☎ 34-2098

　お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社奈良
県支部を通じて、被災地へお届けします。

うち、11 月分…2,500 円
累計金額…12,694,288 円

　義援金に関しての詐欺行為が各地で発生してい
ますので、ご注意ください。
　町役場や町共同募金委員会から電話や訪問など
で個別に義援金をお願いすることはありません。

東日本大震災義援金情報
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製造、販売期間　
平成14年9月～平成17年12月

製造事業者 型番
松下電器産業

（Panasonic・
パナソニック）

TH-AE200
TH-AE300
TH-AE500
TH-AE700

三洋電機
（SANYO・サン
ヨー）

LP-Z3

対象製品問　

磯
城
消
防
署
☎
33
・
２
４
６
1

特
定
最
低
賃
金
の
改
正

　

特
定
最
低
賃
金
は
、
県
内
の
特
定
の
産
業

に
従
事
す
る
労
働
者
に
限
定
し
て
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
で
す
。

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
製
造
業

時
間
額　

8
0
3
円

　
　
　
　
（
平
成
24
年
12
月
27
日
発
効
）

電
機
関
係
製
造
業

時
間
額　

8
0
2
円

　
　
　
　
（
平
成
24
年
12
月
27
日
発
効
）

※
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
発

電
用
・
送
電
用
・
配
電
用
電
気
機
械
器
具
、

産
業
用
電
気
機
械
器
具
、
民
生
用
電
気
機
械

器
具
製
造
業
）

自
動
車
小
売
業

時
間
額　

8
0
4
円

　
　
　
　
（
平
成
24
年
12
月
27
日
発
効
）

木
材
・
木
製
品
、
家
具
・
装
備
品
製
造
業

（
製
材
熟
練
等
）

時
間
額　

8
1
6
円　

日
額　
　

6
5
2
7
円

　
　
　
　
（
平
成
元
年
1
月
25
日
発
効
）

▼
奈
良
県
最
低
賃
金

時
間
額　

6
9
9
円

　
　
　
　
（
平
成
24
年
10
月
6
日
発
効
）

問　

桜
井
労
働
基
準
監
督
署

　
　

☎
42
・
6
9
0
1

善
意
銀
行
（
11
月
）

◇
匿
名
…
3
0
0
0
円　

◇
中
島
茂
子
…

5
0
0
0
円　

◇
匿
名
…
1
万
円　

◇
匿
名

…
2
0
0
0
円　

◇
田
原
本
町
地
域
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
…
3
万
円　

◇
田
原
本
町
い

ち
い
が
し
…
5
0
0
0
円　

◇
な
で
し
こ
の

会
…
5
7
6
3
円　

◇
岡
本
道
憲
…
1
万
円

問　

田
原
本
町
善
意
銀
行
（
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
☎
34
・
2
1
1
8

お
詫
び
と
訂
正

　

12
月
号
の
た
わ
ら
も
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
内

の
記
事
「
小
島
智
子
さ
ん
が
『
夢
を
叶
え
る
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
」
で
、
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

正　

元
Ｎ
Ｆ
Ｌ
チ
ア
リ
ー
ダ
ー　

日
本
人
初

チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
小
島
智
子
さ
ん

誤　

Ｎ
Ｆ
Ｌ
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
小
島
智
子
さ
ん

問　

秘
書
広
報
課
広
報
統
計
係

　
　

☎
34
・
2
0
6
9
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み
ん
な
で
明
る
く
、
楽
し
く
大
正
琴
を
学

ん
で
お
り
、
定
期
演
奏
会
に
出
場
し
た
り
、

介
護
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
大
き
さ
で
、
手
軽
に
持
ち

運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
大
正
琴
は
、
出
前
の
演

奏
に
最
適
で
す
。
童
謡
・
歌
謡
曲
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
曲
・
民
謡
・
長
唄
な
ど
、
和
洋
を
問

わ
ず
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
の
奥
底
に
ま
で
染
み

込
む
よ
う
な
温
か
い
音
色
で
、
時
に
は
行
進

曲
の
よ
う
な
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
曲
で
、
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
楽
し
む
の
も
良

い
で
す
し
、
ソ
プ
ラ
ノ
・
タ
イ
プ
Ⅱ
・
ア
ル

ト
・
バ
ス
の
大
正
琴
で
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

曲
を
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
い
く
喜
び
も
あ

り
ま
す
。

　

お
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
、
可
能
な
限

り
地
域
の
サ
ロ
ン
や
介
護
施
設
へ
、
歌
の
伴

奏
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
、
自
分
た
ち
が
元
気
で
明
る
い
老
人
に

な
る
た
め
に
、
ま
た
、
若
い
人
た
ち
に
は
お

年
寄
り
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
手
段
と
し
て
、

大
正
琴
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
か
け
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。　

琴
名
流
琴
扇
修
会

大
正
琴
の
温
か
い
音
色
で

自
分
た
ち
も
地
域
も
明
る
く
元
気
に

▲琴名流琴扇修会の会員の皆さん。一緒に、地域
と自分たちを元気にしていきましょう

▲和気あいあいとした雰囲気のなか、大
正琴を演奏

▲大正琴。コンパクトながら、さまざまな
曲を奏でられる

30広報たわらもと 2013.1

名 小
こ が し

柏 秀
ひでまさ

将ちゃん
生 平成 23 年 12 月 20 日
自 小阪
コ お姉ちゃんと仲良く、すく

すく育ってネ♡

名 岡
おかもと

本 陽
はるあき

明ちゃん
生 平成 23 年 12 月 4 日
自 保津
コ いつも笑顔をありがとう。

元気にスクスク育ってね。

名 川
か わ べ

邉 杏
あ ん な

奈ちゃん
生 平成 23 年 12 月 2 日
自 三笠
コ お兄ちゃんと仲良く、笑顔

いっぱい大きく成長してね。

名 杉
す ぎ た

田 勇
ゆ う や

弥ちゃん
生 平成 23 年 12 月 2 日
自 八条
コ いつも笑顔で元気に大きく

なってね。

　このコーナーでは、町内の各公共施設などを利用して活動しているスポーツ団体や文化団体などを
紹介します。申込方法など詳しくは、秘書広報課広報統計係（☎ 34-2069）へ。

活 動 日　月 2 回（第 1・3 金曜日）
　　　　　午前 9 時 30 分～
　　　　　11 時 30 分
活動場所　青垣生涯学習センターほか
会 員 数　18 人
資　　格　どなたでも入会可能
会　　費　年会費 1,200 円、月 3,000 円
指 導 者　森川佳英子（森川修友佳）
電　　話　☎ 32-2601
　　　　　（午後 9 時～ 11 時）
西八尾公民館などでも活動しています。

活動データ
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図書館だより

名 杉
すぎもと

本 晴
はると

ちゃん
生 平成 23 年 12 月 28 日
自 八条
コ 元気で優しい子に育ってね

♡

名 田
た な か

中 悠
ゆうせい

聖ちゃん
生 平成 23 年 12 月 13 日
自 九品寺柿木原
コ 大きくなったね。これから

もすくすく育ってね。

名 大
おおしろ

城 実
み く る

來ちゃん
生 平成 23 年 12 月 24 日
自 八条
コ 優しく、思いやりのある子

に育ってね♡♡♡♡

Ｍｙ Ｈｏ u ｓｅ Ａｎｇｅｌ
　町内ですくすく育つ赤ちゃ
んを紹介します。
　10 ヵ月健康相談に広報担
当者が伺いますので、家族の
エンジェルを広報紙に掲載し
ませんか。（先着順で 7 人）
名＝氏名　生＝生年月日
自＝自治会名　コ＝コメント

あの頃の空
佐江衆一著／講談社

定年を迎えたあの頃、忙しかった 30 代の
あの頃、楽しかった少年時代のあの頃、そ
して、いつか訪れる終の瞬間。迷える熟年
男性に贈る人生の短篇集。

今月の新刊
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 月

◇土曜日以外
午前 9 時 30 分～午後 5 時
◇土曜日
午前 9 時 30 分～午後 7 時

開
館
時
間

問 ☎ 32-0262

○は休みイベント情報
禅は急げ！
桂美人著／角川書店

かつては由緒ある厳格な禅寺だったが、今
では落伍のお山が通り名のへっぽこ寺・落
護寺。娑

し ゃ ば

婆に嫌気がさして出家した真実は、
寺の金策のために雲水相談室を開かされる
ことになった。

レオン氏郷
安部龍太郎著／ＰＨＰ研究所

先の見えすぎた男が背負った、重き十字架
とは？ 織田信長が惚れこみ、豊臣秀吉が
畏れた武将・蒲生氏郷の知られざる生涯を
描く歴史長篇。

おしかくさま
谷川直子著／河出書房新社

先行き不安な、バツイチ子どもなしの 49
歳・ミナミ。ある日、お金の神様「おしか
くさま」を信仰する人たちに出会って…。
現代日本の“お金”信仰を問う痛快小説。

子どもおはなし会
　図書館職員とボランティアによ
る楽しいお話がいっぱいです。

日時 対象
1 月 5 日㈯
午後 2 時～ 2 時 30 分

4 歳以上

1 月 12 日㈯
午後 2 時～ 2 時 20 分

3 ～ 4 歳

1 月 19 日㈯
午後 2 時～ 2 時 30 分

5 歳以上

2 月 2 日㈯
午後 2 時～ 2 時 30 分

4 歳以上

場所　おはなしのへや（申込不要）

奈良県子どもの読書活動推
進啓発ポスター展示
　県が募集した「子どもの読書活
動」を推進するポスターの応募作
品 146 点のなかから選ばれた優
秀作品を展示します。
期間　1 月 10 日㈭～ 16 日㈬

大人の折り紙教室
　干支の折り紙を作ります。
日時　1 月 17 日㈭　

午前 10 時～ 11 時 30 分
場所　公民館視聴覚室

（青垣生涯学習センター内）
講師　乾宏子さん

（日本折紙協会講師）
申込　1 月 6 日㈰から図書館へ。

衣もろもろ
群ようこ著／集英社

この世に、おばさんが着る洋服はないの
か ? 年齢相応、快適、おしゃれな衣類や
小物を探して、私の修業はまだまだ続く。
中高年女子すべてに贈る衣類探索エッセイ。
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（対象年齢は、平成 25 年 3 月 31 日現在の年齢。70 歳以上の人は無料）■成人のための検診・相談
検診名・行事名 日程 対象  方法  ／ 内容

乳がん個別検診 県内指定医療機関で
2 月末日まで
注受診票は保健センター
で発行しています。

40 歳以上の女性
(2 年に 1 回の受診）
注妊娠中の人は対象外

内マンモグラフィ ( 費 2,000 円 )、視触診 ( 費 800 円 )
注マンモグラフィと視触診はセット受診
申 場県内指定医療機関

子宮がん個別検診
20 歳以上の女性
(2 年に 1 回の受診 )
 注妊娠中の人は対象外

内子宮頸部 ( 費 2,000 円 )　注医師が必要と認めた場合、子
宮頸部と体部がん検診 ( 費 2,900 円 )
申 場県内指定医療機関

健康なんでも相談
※申込制

随時 成人
内血圧、体脂肪測定、栄養・歯科・保健相談など
申 場保健センター

■乳幼児のための健康審査・母と子の教室・相談
行事名 日程 対象  方法  ／ 内容

1 歳 6 ヵ月児
健康診査

1 ／ 22 ㈫
受 13：00 〜 13：30

平成 23 年 6 月生まれ
内内科・歯科診察、問診、身体計測、育児・発達・栄養・
歯科相談など　場保健センター

3 歳 6 ヵ月児
健康診査

1 ／ 23 ㈬
受 13：00 〜 13：30

平成 21 年 5 月 16 日～
6 月 10 日生まれ

内内科・歯科診察、検尿、問診、身体計測、育児・発達・
栄養・歯科相談など　場保健センター

赤ちゃん体操教室
※申込制

1 ／ 9 ㈬、2 ／ 4 ㈪
受 9：15 〜 9：30

乳児と保護者
内赤ちゃん向けの遊びを中心とした体操の紹介など
定 30 人　申 場保健センター

すこやか子ども相談
※時間予約制

1 ／ 11 ㈮
乳児から就学までの児童
と保護者

内保健師・栄養士などが子どもの発育、保育などについ
て相談を受けます。　申 場保健センター

発達相談
※時間予約制

随時
発育 ･ 発達やことばの遅
れ、育てにくさなどが心
配な人

内発達相談員による個別相談　申 場保健センター

予防接種町内委託医療機関

病院名 住所（自治会名） 電話番号
定期接種 任意接種

麻 日 三 四 二 子 ヒ 小
あまい医院 612（本町） ☎ 33-3215 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
植山医院 120（大門西） ☎ 32-2036 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国保中央病院 宮古 404 の 1 ☎ 32-8800 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小阪内科クリニック 新町 52 の 3 ☎ 32-2602 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
小嶌内科小児科 三笠 17 の 8 ☎ 33-0933 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
坂根医院 矢部 337 の 1 ☎ 34-3300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
せと整形外科
たわらもと 小阪 88 の 4 ☎ 35-4823 × × × × × × × ×

忠岡医院 秦庄 456（柳町） ☎ 32-2629 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
辻クリニック 547（祇園町） ☎ 32-2258 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
てらかたクリニック 薬王寺 344 の 1 ☎ 33-4108 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
殿村医院 新町 30 の 1 ☎ 33-5420 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
根元整形外科眼科医院 秦庄137の1（秦楽寺） ☎ 33-8211 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
のなみ小児科 十六面 29 の 1 ☎ 47-3871 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
久産婦人科内科 十六面 23 の 1 ☎ 33-3110 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松原医院 阪手 531（阪手根太） ☎ 32-2550 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水野医院 183 の 7（戎通 2） ☎ 32-2401 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
森田整形外科医院 251（室町 1） ☎ 32-8888 × × × × × × × ×
和久田耳鼻咽喉科 138 の 1（幸町） ☎ 34-5266 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※麻＝麻しん風しん（ＭＲ）　日＝日本脳炎　三＝三種混合　四＝四種混合　二＝二種混合　子＝子宮頸がん　ヒ＝ヒブ

　小＝小児用肺炎球菌

診療所名 場所 診療日 診療時間 診療科目 問い合わせ

磯城休日応急診療所 保健センターに併設
日曜日、祝日
12 月 29 日㈯～
1 月 3 日㈭

午前 10 時～正午
午後 0 時 40 分～ 4 時

内科
小児科

☎ 33-8000

橿原市休日夜間応急診療所
橿原市畝傍町 9 の 1

（橿原市保健センター内）
毎日

午後 9 時 30 分～
翌朝午前 6 時

小児科 ☎ 22-9683

年始の業務案内（必ず保険証をお持ちください。重症や救急の場合は 119 番へ）
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月の健康カレンダー
問　保健センター☎ 33-8000　 FAX 33-8010 ／宮古 404 の 7
　　8：30 ～ 17：15（土・日曜日、祝日を除く）

注 ＝注意受 申 ＝申込＝受付 費 ＝費用 場 ＝場所内 ＝内容 定 ＝定員
町役場

国
道
24
号

保健センター
磯城休日応急診療所

駐車場

宮古宮古
阪手北

宮古宮古宮古宮古宮古宮古宮古 京
奈
和
自
動
車
道

1
自動車でお越しの際は、保健センター専用駐車場をご利用ください。

■乳幼児のための予防接種（各種予防接種の内容に関する相談は、保健センターへお問い合わせください）
　※ 転入などで予診票を持っていない人は、保健センターへ申し出てください。

予防接種名 日程 対象  方法  ／ 内容
ＢＣＧ

（結核）
1 ／ 17 ㈭
受 13：30 〜 13：50

生後 3 ヵ月〜
6 ヵ月未満

内 1 回接種　場保健センター　注できるだけ早く受けましょう。

ポリオ
（急性灰白髄炎）

※ 9 月 か ら 不
活化ワクチンに
切り替え

1 ／ 15 ㈫、2 ／ 5 ㈫
受 13：30 〜 14：30

生後 3 ヵ月～
7 歳 6 ヵ月未満

内 1 期初回（20 ～ 56 日の間隔をあけて 3 回接種）　1 期追加（1 期 3 回
目終了後、1 年～ 1 年 6 ヵ月の間に 1 回接種） 　 場保健センター 

集団接種

注 9 月から 2 枚複写の予診票に変更しました。接種が完了していない人へ予診票を郵送
していますので、当日ご持参ください。　 注 10 月 23 日に 1 期追加が定期予防接種に承
認されました。対象の人には追加接種の時期までに予診票を郵送します。

個別接種（町内委託医療機関で受付）
予防接種名 対象  方法  ／ 内容

四種混合
　ジフテリア
　百日咳
　破傷風
　ポリオ

生後 3 ヵ月～
7 歳 6 ヵ月未満
注平成 24 年 8 月 1 日以降に生
まれた人が対象です。

内 1 期初回（20 〜 56 日の間隔をあけて 3 回接種）　1 期追加（1 期 3 回目終了後、
1 年〜 1 年 6 ヵ月の間に 1 回接種）　申 場町内委託医療機関
注現在、ワクチンの供給が困難な状況にあるため、四種混合を待たずに三種混合ワ
クチンと単独の不活化ポリオワクチンの接種をお勧めします。

三種混合
　ジフテリア
　百日咳
　破傷風

生後 3 ヵ月〜
7 歳 6 ヵ月未満

内 1 期初回（20 〜 56 日の間隔をあけて 3 回接種）　1 期追加（1 期 3 回目終了後、
1 年〜 1 年 6 ヵ月の間に 1 回接種）　申 場町内委託医療機関　注 2 枚複写の予診票
に変更しています。古い予診票（1 枚もの）では接種できないため新しい予診票を
持っていない人は、母子健康手帳を持って保健センターへお越しください。

二種混合 2 期
　ジフテリア
　破傷風

小学 6 年生
注 対象者へ 5 月に予診票を送付

しています。

内三種混合（1 期）の免疫ができている人に 1 回接種
　実施期間：3 月 31 日まで
場町内委託医療機関

麻しん風しん
混合ワクチン

（ＭＲ）

内 1 期：生後 12 〜 24 ヵ月未満　2 期：小学校就学前の年長児（平成 18 年 4 月 2 日〜平成 19 年 4 月 1 日生まれ）
　3 期：中学 1 年生　4 期：高校 3 年生相当（3・4 期の実施期間：3 月 31 日まで）
申 場町内委託医療機関

日本脳炎

3 歳～ 7 歳 6 ヵ月未満
注 3 歳の誕生月に予診票を送付

します。

内 1 期初回（1 ～ 4 週間間隔で 2 回接種）　1 期追加（初
回 2 回接種後、おおむね 1 年後に 1 回接種）
申 場町内委託医療機関

9 ～ 13 歳未満で 1 期接種を完
了していない人

内続きから接種を受けることができます。
申 場町内委託医療機関

9 ～ 13 歳未満で 1 期接種を完
了した人

内 2 期（1 回接種）　申 場町内委託医療機関

平成 17 ～ 21 年度に日本脳炎の予防接種の機会を逃した人は不足回数分を接種できます
　平成 7 年 6 月 1 日～平成 19 年 4 月 1 日生まれの人で、第 1 期の接種回数 (3 回 ) と第 2 期 (1 回 ) の合計 4 回の接種に不足回数
がある場合は、不足分を接種することができます。ただし、第 2 期の接種は、9 歳以上でないと接種できません。
注接種を希望する人は母子健康手帳を持って保健センターへお越しください。

注接種を希望する人は母子
健康手帳を持って保健セン
ターへお越しください。過
去の予診票つづり（ピンク
色の冊子）に付いている予
診票は使えません。

行事名 日程 対象  方法  ／ 内容
乳児健康診査

（4 〜 5 ヵ月児）
1 ／ 16 ㈬
受 13：00 〜 13：30

平成 24 年 8 月生まれ
内内科診察、問診、身体計測、育児・発達・栄養（離乳
食）相談、絵本の読み聞かせ　場保健センター

乳児健康相談
（10 〜 11 ヵ月児）

1 ／ 16 ㈬
受 9：00 〜 9：30

平成 24 年 2 月生まれ
内問診、身体計測、育児・発達・栄養・歯科相談など　
場保健センター

■乳幼児のための健康診査・健康相談
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今月の表紙

記念フォーラムの舞台を盛り上げる
　11 月 18 日に行われた田原本
町古事記 1300 年紀事業「記念フ
ォーラム」で、オープニングを務
めた宮森保育園らいおん組の園児
たち。一生懸命に練習してきた「こ
どもＹＯＳＡＫＯＩソーラン」を
披露しました。
　リズミカルな音楽に合わせて、
躍動感のある踊りで会場を魅了
し、見事に舞台を盛り上げました。

■社会人となったこと、広報紙の取材や編集をしたこと
など、これまでになかった新しい経験を積むことができ
た 2012 年は、私にとってたいへん実りの多い年となりま
した。2013 年を迎え、気持ちを新たにして、より分かり
やすく親しみやすい広報紙づくりに取り組んでいきますの
で、これからもどうぞよろしくお願いします。　　　　昂

■古事記 1300 年紀事業「記念フォーラム」のシンポジウ
ムで、太安万侶は「日本人の心に神話を届けるために、日
本語の書き方を工夫した偉人」だという発言がありました。
太安万侶が編纂した古事記の神話は今もなお、さまざまな
形で存在しています。私も、日本語の持つ力で、皆さんの
心に響く特集を組めるよう、創意工夫していきます。　永

編集後記

「
田
原
本
ふ
る
さ
と
か
る
た
」
に

描
か
れ
た
記
紀
ゆ
か
り
の
地

大とんど
　神社境内と周辺では「灯火会」
が催され、幻想的な雰囲気とな
ります。
日時　1 月 13 日㈰
　　　午後 5 時 45 分点火予定
場所　多神社東側
主催　安万侶会

古事記関連の正月行事

▲多神社の絵札

に
ゆ
か
り
の
あ
る
町
内
の
神
社
や
お
寺
が
い

く
つ
も
出
て
き
ま
す
。
太
安
万
侶
の
「
多
神

社
」、
天
の
岩
戸
神
話
の
鏡
ゆ
か
り
の
「
鏡

作
神
社
」、壬
申
の
乱
と
ゆ
か
り
の
あ
る
「
村

屋
神
社
」、
黒
田
盧
戸
宮
跡
の
「
法
楽
寺
」

と
「
孝
霊
神
社
」
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
こ
の
か
る
た
を
小
さ
な
サ
イ
ズ

に
し
て
、
読
み
札
・
解
説
文
を
小
学
生
に
も

理
解
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
普
及
版
の
「
田

原
本
ふ
る
さ
と
か
る
た
」
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
１
月
４
日
㈮
か
ら
町
観
光
協
会
で
販
売

し
ま
す
。

販
売
価
格　

一
組
８
０
０
円

販
売
日
時　

月
曜
日
、
水
～
日
曜
日

　
　
　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

販
売
場
所　

観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
「
磯
城
の
里
」

問　

町
観
光
協
会
☎
33
・
4
5
6
0　

　
「
田
原
本
ふ
る
さ
と
か
る
た
」
は
、
田
原

本
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
「
磯

城
の
み
ち
」
の
手
に
よ
っ
て
平
成
21
年
に
作

ら
れ
ま
し
た
。
小
学
校
や
子
ど
も
会
、
老
人

会
な
ど
地
域
の
集
ま
り
の
な
か
で
、
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
遊
び
な
が
ら
田
原
本
の

歴
史
や
伝
統
行
事
な
ど
に
親
し
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
か
る
た
に
は
、
古
事
記
・
日
本
書
紀

▲鏡作神社の絵札
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